
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和７年度申請用

大学等名
プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 1 科目 2 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○ ○
2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○ ○
2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○ ○
2 ○ ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○ ○
2 ○ ○ ○

様式１
北海道教育大学

数理・データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレベル）

リテラシーレベルのプログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違しない

現代社会の情報活用

本プログラムを構成する授業科目「情報教育実践論」（２単位）、「現代社会の情報活用」（２単位）のいずれかの単位修得を修了要件と
している。
上記授業は、「５つの審査項目」と「モデルカリキュラム」の各項目を網羅している。
※現代社会の情報活用は全15回のうち各専攻分野独自の授業を除いた、10回の共通項目を受講することで網羅している。

令和６年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接
に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目
情報教育実践論

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールにな
り得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目
情報教育実践論
現代社会の情報活用

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘ
ルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目
情報教育実践論
現代社会の情報活用

現代社会の情報活用

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを
守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目
情報教育実践論
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○
2 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数
理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目
情報教育実践論
現代社会の情報活用

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

情報教育実践論（第１回）、現代社会の情報活用（Society5.0におけるビッグデータとAIの活用）
　ビッグデータ、ＩｏＴ、ＡＩ、生成ＡＩ、ロボット
　データ量の増加、計算機の処理性能の向上、ＡＩの非連続的進化
　第4次産業革命、Society5.0、データ駆動型社会

※現代社会の情報活用は実施するクラスにより、授業内容の順番が変わるため、第〇回と表記せず、授業タイトルを掲示（以下の項目も同様）。

情報教育実践論（第２回）、現代社会の情報活用（AIと機械学習の実践入門）
　ＡＩ最新技術の活用例（深層生成モデル、強化学習、転移学習、生成ＡＩなど）

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

情報教育実践論（第３回）、現代社会の情報活用（仮説検証プロセスとオープンデータ活用）
　調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータなど
　１次データ、2次データ、データのメタ化

情報教育実践論（第４回）、情報教育実践論（第１１回）、現代社会の情報活用（Society5.0におけるビッグデータとAIの活用）
　データ・ＡＩ活用領域の広がり（生産、消費、文化活動など）

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

情報教育実践論（第１０回）、現代社会の情報活用（アルゴリズムの基礎）
　データ解析：予測、グルーピング、パターン発見、最適化、モデル化とシミュレーション・データ同化など
　データ可視化：複合グラフ、２軸グラフ、多次元の可視化、関係性の可視化、地図上の可視化、挙動・奇跡の可視化、リアルタイム可視化など
　
　

情報教育実践論（第８回）、情報教育実践論（第９回）、現代社会の情報活用（仮説検証プロセスとオープンデータ活用）
　データサイエンスのサイクル（課題抽出と定式化、データの取得・管理・加工、探索的データ解析、データ解析と推論、結果の共有、伝達、課題解
決に向けた提案）
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

情報教育実践論（第６回）、現代社会の情報活用（データ分析の基礎）
　データの種類（量的変数、質的変数）
　データの分布（ヒストグラム）と代表値（平均値、中央値、最頻値）
　代表値の性質の違い（実社会では平均値＝最頻値ではないことが多い）
　データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）、外れ値
　相関と因果（相関関係、疑似相関、交絡）

情報教育実践論（第７回）、現代社会の情報活用（データ分析の基礎）
　データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図、ヒートマップ、箱ひげ図）
　データの比較（条件をそろえた比較、処理の前後での比較、Ａ／Ｂテスト）

情報教育実践論（第５回）、現代社会の情報活用（Excelの基礎）
　データの取得（機械判読可能なデータの作成・表記方法）
　データの集計（和、平均）
　データの並び替え、ランキング

数理・データサイエンス・AIを学ぶことの意義や社会における利用動向・問題、基礎的な技術について身に付けることができる。

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

情報教育実践論（第１２回）、現代社会の情報活用（情報リテラシー及びプログラミング教育①）, （プログラミング教育②）
　データ・ＡＩを利活用する上で知っておくべきこと

情報教育実践論（第１２回）、現代社会の情報活用（情報セキュリティとデータ倫理）
　データを守る上で知っておくべきこと
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様式２

①プログラム開設年度 年度（和暦）

②大学等全体の男女別学生数 男性 2278 人 女性 2777 人 （合計 5055 人 ）
（令和６年５月１日時点）

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

教育学部教員養成課程 3,063 720 2,880 14 14 14 0%

国際地域学科 1,232 285 1,140 7 6 7 1%

芸術・スポーツ文化学科 760 180 720 0 0 0 0%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 5,055 1,185 4,740 21 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0%

北海道教育大学
リテラシーレベルのプログラムの履修者数等の実績について

令和６

学部・学科名称 学生数 入学
定員

収容
定員

令和6年度 令和5年度 令和4年度 令和3年度 令和2年度 令和元年度 履修者数
合計 履修率
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３
大学等名

①全学の教員数 346 人 （非常勤） 718 人

②プログラムの授業を教えている教員数 1 人

③プログラムの運営責任者
（責任者名） （役職名）

④プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥体制の目的

⑦具体的な構成員

北海道教育大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

(常勤）

海老名　尚 理事（教育・評価担当）・副学長

北海道教育大学教育委員会数理・データ・サイエンス・AI教育プログラム部会

山中謙司 准教授・ 教育担当特別補佐

北海道教育委員会規則
北海道教育大学教育委員会に設置する部会に関する要項

本学が実施する数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(以下，「MDASH」という。)の実施計
画の策定、MDASHの基本方針及び運営方針、MDASHを構成する授業科目の内容、MDASHの
実施についての各校間における連絡調整、MDASHに関する自己点検評価等に関する業務を
目的としている。

部会長　１名
　 山中　謙司・旭川校准教授
部会員　６名
　 石川　智浩・札幌校准教授
　 植田　優基・旭川校准教授
   廣重　真人・釧路校准教授
　 大久保　好章・函館校准教授
 　鈴木　哲平・岩見沢校准教授
   佐藤　正範・未来の学び協創研究センター特任講師
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⑧履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること
令和６年度実績 令和７年度予定 令和８年度予定 40%

令和９年度予定 令和１０年度予定 収容定員（名） 4,740

⑨学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

0% 20%

60% 80%

具体的な計画
令和６年度は開講初年度であったことから受講者が少なかった。令和７年度は、さらなる周知を
図り、履修者数の増を目指す。
なお、令和７年度から「情報機器の操作」の内容を見直した授業科目「現代社会の情報活用」を
開設（教員養成課程・国際地域学科地域教育専攻においては必修科目、国際地域学科地域協
働専攻及び芸術・スポーツ文化学科においては選択科目）し、同プログラムに追加した。
「情報教育実践論」「現代社会の情報活用」のそれぞれの科目が単独で「５つの審査項目」と
「モデルカリキュラム」の各項目を網羅しており、どちらか一方の科目を履修・単位修得すること
でプログラムを修了することができる。科目の選択肢を増やすことで、令和７年度以降、同プロ
グラムの履修者数増を見込んでいる。

令和６年度から本学の全てのキャンパス（札幌校、旭川校、釧路校、函館校、岩見沢校）の学
生が受講できるよう令和５年度に科目編成を整えた（履修基準の改正）。
なお、令和７年度から「情報機器の操作」の内容を見直した授業科目「現代社会の情報活用」を
開設（教員養成課程・国際地域学科地域教育専攻においては必修科目、国際地域学科地域協
働専攻及び芸術・スポーツ文化学科においては選択科目）し、同プログラムに追加した。
「情報教育実践論」「現代社会の情報活用」のそれぞれの科目が単独で「５つの審査項目」と
「モデルカリキュラム」の各項目を網羅しており、どちらか一方の科目を履修・単位修得すること
でプログラムを修了することができるようにすることで、学生全員が受講可能となるような科目
の選択肢を増やす体制としている。

本学HPへの掲載、教務システムをはじめとした掲示等により、数理・データサイエンス・AI教育
プログラムについての周知を行っている。
また、学内の会議においても周知を図り、教員から学生への働きかけを行うよう依頼している。
なお、令和７年度から「情報機器の操作」の内容を見直した授業科目「現代社会の情報活用」を
開設（教員養成課程・国際地域学科地域教育専攻においては必修科目、国際地域学科地域協
働専攻及び芸術・スポーツ文化学科においては選択科目）し、同プログラムに追加した。
「情報教育実践論」「現代社会の情報活用」のそれぞれの科目が単独で「５つの審査項目」と
「モデルカリキュラム」の各項目を網羅しており、どちらか一方の科目を履修・単位修得すること
でプログラムを修了することができるようにすることで、できる限り多くの学生が履修できるよう
選択肢を増やす取組を行っている。
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⑪できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

本学は、教育職員免許を取得する学生が大半であり、必修科目等の履修すべき科目数が多い
ことから、学期内での開講では、履修の機会を得ることができない学生もいることが予想される
ため、通常授業に加えて集中講義でも開講することとした。令和６年度から数理・データサイエ
ンスAI教育プログラム部会を設置し、各校に専門教員を配置することで学生の履修・修得がス
ムーズに行われる体制をつくった。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み
授業担当教員が設けるオフィスアワーにより不明な点があれば随時質問できるようにしてい
る。また、内容に関しての質問対応を本講義を受講する学生専用のClassroomを作成し、各回
ごとに質問フォーム上で受け付けることができるようにした。フィードバックは受講生全体が閲
覧可能な仕組みとしている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式４
大学等名 北海道教育大学

①プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名）山中謙司 （役職名）准教授・教育担当特別補佐

②自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

自己点検・評価について

数理・データサイエンス・AI教育プログラム部会

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

全学的に運用されている教育支援総合システムのデータをもとに、受講者の履修・取得状況を確認して いる。令和６
年度のプログラムを構成する授業科目「情報教育実践論」の履修者数は２１人であった。本学の収容定員は４，７４０
人であることから、履修率は０．４４％（２１人／４，７４０人）と非常に少ない状況であった。令和７年度以降は、履修者
増に向けて、更なる働きかけが必要である。
なお、当該科目は１科目で５つの審査項目及びモデルカリキュラムを網羅しており、履修者２１人のうち１人が欠席した
ことから修了率は９５．２％である。
なお、令和７年度から「情報機器の操作」の内容を見直した授業科目「現代社会の情報活用」を開設（教員養成課程・
国際地域学科地域教育専攻においては必修科目、国際地域学科地域協働専攻及び芸術・スポーツ文化学科におい
ては選択科目）し、同プログラムに追加した。
「情報教育実践論」「現代社会の情報活用」のそれぞれの科目が単独で５つの審査項目及びモデルカリキュラムを網
羅しており、どちらか一方の科目を履修・単位修得することでプログラムを修了することができる。科目の選択肢を増
やすことで、令和７年度以降、同プログラムの履修者数増を見込んでいる。
令和７年度から計画通りに、プログラムの構成科目に「現代社会の情報活用」を追加し、令和７年度前期「現代社会の
情報活用」の履修者数は１，１１２人となり、履修率は２３．５％（１，１１２人／４，７４０人）と情報教育実践論と比較して
上昇した。
当該科目も同様１科目で５つの審査項目及びモデルカリキュラムを網羅しており、履修者１，１１２人のうち１，１０３人
が単位を修得したことから修了率は９９．２％である。

学修成果

学生アンケートにおいて以下の項目について質問（４段階）を行った。
「3　講義で使用された教材(ICTツールやアプリ)は役に立つと思いましたか？」	
「4　この講義の受講によって、数理・データサイエンス・AIへの興味や関心が広がりましたか？」
「5　この講義の受講内容が、これからの学生生活や未来において、友達等との話題になることがあると感じますか？」
「6　この講義の受講内容が、これからの学生生活や未来において、他の学生や新しい人脈など、人的ネットワークの
広がりにつながると感じますか？」
上記質問項目の回答平均値（４が最高）について、それぞれ、
【情報教育実践論】
[3]：3.85　[4]：3.80　[5]：3.50　[6]：3.10
【現代社会の情報活用】
[3]：3.18　[4]：2.79　[5]：2.66　[6]：2.61
と肯定的な結果となっており、学修成果があったと言える。

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

学生アンケートの質問項目「講義の内容について、全体の理解度はどのように感じていますか？」（４段階）に対し、回
答平均値が情報教育実践論は3.65、現代社会の情報活用は2.98であったことから、理解度が高いと言える。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

学生アンケートの質問項目「この講義を他の学生に推薦しようと思いますか？」に対し、情報教育実践論の修了学生
すべてが「思う」「とても思う」と回答した。
推奨しようとする理由については、複数回答で
①教材(ICTツール・アプリ)が役立つと思うから　16件
②講義の内容が興味深かったから　14件
③講義の実施方法・講師の教え方が良かったから　13件
④内容に対する理解が深まったから　10件
⑤他の講義内容や活動や実生活等で応用できそうだから　10件
が挙げられている。

また、現代社会の情報活用の履修学生のうち、60.2％の学生が「思う」「とても思う」と回答した。
推奨しようとする理由については、複数回答で
①教材(ICTツール・アプリ)が役立つと思うから　169件
②他の講義内容や活動や実生活等で応用できそうだから　167件
③内容に対する理解が深まったから　104件
④講義の内容が興味深かったから　70件
⑤講義の実施方法・講師の教え方が良かったから　21件
が挙げられている。

8



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

学生アンケートから

「自分が児童・生徒の頃とは全く異なった教育が展開されようとしている事を実感した。情報化に伴って社会が教育に
求めていることは次々と更新されていく。教員のアップデートの重要性を痛感すると共に、今の自分に足りないものや
これからの自分が身につけなければならないことを発見できた。」
「ツールやアプリの使い方がわかるとともに、教育の場でICTをどのように使っていくべきかを考えさせられる内容だっ
たことがよかった。他の授業では理論的な内容でとどまってしまうところを、実際に触ってそのメリットもデメリットも様々
な面を体感できてよかった。」
「AIの使用や動画編集などやってみようと思っていてもなかなか手が出せなかったことも講義で取り上げられていたの
で学びの一歩を踏み出すことができた。」
「プログラミングや生成AIを簡単な操作から学ぶことができ，考え方や情報活用の仕方について理解を深められた。」
など、「学ぶ楽しさ」や「学ぶことの意義」についての意見が多く寄せられた。

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

※社会の変化や生成AI等の
技術の発展を踏まえて教育
内容を継続的に見直すなど、
より教育効果の高まる授業
内容・方法とするための取組
や仕組みについても該当が
あれば記載

講義について、難しかった点、改善点などについて、学生アンケートで質問しており、寄せられた意見等を踏まえて、
授業内容を改善していく。具体的には、課題解決に際しての活動時間が短かった。という意見や、機械学習のプログラ
ムがうまく動かなかったという意見があったが、既に活動内容を見直したり、機械学習で使用したりするプログラミング
環境を変更している。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

履修者数増に向け、全学会議での周知、全学HPや教育支援総合システム等による学生への周知などの取組を行っ
たが、令和６年度は開講初年度ということもあり認知度が低く履修者数は２１人にとどまった。令和７年度においては、
更なる周知を図っていく。
なお、令和７年度から「情報機器の操作」の内容を見直した授業科目「現代社会の情報活用」を開設（教員養成課程・
国際地域学科地域教育専攻においては必修科目、国際地域学科地域協働専攻及び芸術・スポーツ文化学科におい
ては選択科目）し、同プログラムに追加した。
令和７年度前期「現代社会の情報活用」の履修者数は１，１１２人であり、履修率は２３．５％（１，１１２人／４，７４０人）
と情報教育実践論と比較して上昇した。
「情報教育実践論」「現代社会の情報活用」のそれぞれの科目が単独で５つの審査項目及びモデルカリキュラムを網
羅しており、どちらか一方の科目を履修・単位修得することでプログラムを修了することができる。科目の選択肢を増
やすことで、令和８年度以降も、同プログラムの履修者数増を見込んでいる。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

本プログラムを修了した卒業生は令和６年度末時点で出ていない。卒業生を輩出後、就職先への意見聴取等により、
活躍状況等確認を行う予定である。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

本学の主な就職先や共同研究先である学校現場や企業等に対して、本学の数理・データサイエンス・AI教育プログラ
ムの内容を説明し、意見等を聴取していくこととする。
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シラバス詳細
タイトル「2024年度」、カテゴリ「札幌校」

科目名 クラス

担当教員 実務経験のある教員による講義

開講学期 開講時期

曜日・時限 講義室

科目種別 ナンバリング

科目区分 単位区分

単位数 準備事項

備考 直接参照URL

授業形態
講義とPCを使った演習

授業概要
これまで学校にICT機器が導入された経緯やプロセスをふまえ、Society5.0時代の教育の在り方を検討する。また、授業におけるICT（情報通信技術）活用、情報活用能力の育成、校務の情報化等の
方法や先進実践、デジタル時代の「読み・書き・そろばん」である数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な内容を学ぶとともに、ICTを活用した授業づくりや情報活用能力を育む授業プランを
作成して検討することで、具体的な指導計画をたてる。

対応するディプロマ・ポリシー

教員養成課程

教育に関する理論及び方法を活かし，教育実践を展開する基礎を身に付けている。
学校づくりを担う一員としての役割を理解し，社会性やコミュニケーション能力を養い，地域等と連携・協働する態度を身に付けている。

到達目標
・学校現場において視聴覚機器やコンピュータ等が導入された経緯やプロセスを理解する。
・学校現場においてICT機器を活用することの意義や課題、今後の活用方法を説明できる。
・授業におけるICT活用及び情報活用能力育成の方法を理解し、指導計画を立案できる。
・デジタル時代の「読み・書き・そろばん」である数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な内容（数理・データサイエンス・AIを学ぶことの意義や社会における利用動向・問題、基礎的な技
術の概要）を学ぶ。

授業計画
第１回：Society5.0及びAI時代の社会と教育
第２回：情報活用能力の育成
第３回：教育における情報の捉え方
第４回：教務支援アプリによる情報共有の基礎
第５回：EdTechの活用① (学習データ収集と集計)
第６回：EdTechの活用② (学習データの分析)
第７回：EdTechの活用③ (学習データの編集と共有)

科目情報

情報教育実践論  01 

佐藤　正範   

前期  1Q　～　2Q 

水４  未来の学び「教室」、未来の学び「教室」 

  USY-MSG-3-008J、UZZ-MSG-3-008J 

道徳･生徒指導等  選必 

2   

  https://huelc-eis.hokkyodai.ac.jp/lcu-web/SC_06001B00_22/referenceDirect?
subjectID=202500011384&formatCD=1 

講義情報
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第８回：プログラミング教育の基礎
第９回：プログラミング教育の活用
第10回：学校における生成AIの活用
第11回：教務支援アプリによる情報共有の活用
第12回：情報モラル教育とデジタルシティズンシップの育成
第13回：EdTechを活用した授業構想 (指導案づくり)
第14回：EdTechを活用した授業構想 (模擬授業）
第15回：デジタルアーカイブの作成

成績評価
【評価方法】
授業における課題とリフレクションを点数化して行う。
授業内外の課題（80%）、リフレクション（20%）

【評価基準】
　Ａ…９０点以上
　Ｂ…８０～８９点
　Ｃ…７０～７９点
　Ｄ…６０～６９点
　Ｆ…５９点以下

【欠席の取扱い】
　全ての講義に出席することが前提となります。ただし，やむを得ない理由により欠席した場合は，課題の提出などによって出席に代えます。

教職チェックリスト

１ 学習指導

・学習意欲に関する理解、教育課程の意義や編成の方法、教授方法や教授技術、教材論（教材・教具や情報機器の基本的な活用法を含む）
1-3-2-3 授業づくりの資料収集・資料作成、教材・教具作成にICT機器や書籍を有効に活用する。
1-3-3-6 授業での子どもの状況把握や評価のためにICT機器を有効に活用する。

教職チェックリスト（自由記述）

テキスト
『ICTを活用したこれからの学び』2022年10月，一莖書房（いっけいしょぼう）
※テキストは学生生協に近日中に入荷予定です。

参考文献
・佐藤昌宏（2018）EdTechが変える教育の未来，インプレス
・堀田龍也ほか（2020）学校アップデート，さくら社

関連する授業科目
情報機器操作：基本的なPCの操作や、ファイルやフォルダの扱い、Office等のソフトウェアの利用に慣れておいてください。
次世代型学習デザイン論：本講義の学びを土台にして、より実践的な学習デザイン力を育むことを目的とした講義です。

オフィス・アワー
月曜 10:00-12:00 　A研究棟 505号研究室

備考（履修上の注意等）
コンピュータを積極的に活用しながら授業を進めます。お持ちのノートパソコン（インターネットに接続ができるもの）をご持参ください。
実施教室：札幌校 講義棟１階 未来の学び協創空間（学生掲示板 玄関側にある廊下の奥）
メール受付：sato.masanori@s.hokkyodai.ac.jp
受講者の人数によって、教室の変更や、ワーク形式での活動を行う場合があります。

教育実習やインターンシップ等

実務経験
有：授業担当者は札幌市公立小学校６年間、東京学芸大学附属小学校６年間、学校での実務経験がある。ICT活用やプログラミング教育の実践研究を重ねてきた経験等を教職を目指す学生と共有しな
がら授業を進めていきます。
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シラバス詳細
タイトル「2025年度」、カテゴリ「札幌校」

科目名 クラス

担当教員 実務経験のある教員による講義

開講学期 開講時期

曜日・時限 講義室

科目種別 ナンバリング

科目区分 単位区分

単位数 準備事項

備考 直接参照URL

授業形態
講義とPCを使った演習

授業概要
　今後のデジタル社会においては，数理・データサイエンス・AIを日常の生活や仕事等の場で使いこなすことが求められます。また，数理・データサイエンス・AIに関する知識・技能を基に，これ
らを扱う際には，人間中心の適切な判断ができ，不安なく自らの意思でAI等の恩恵を享受し，活用できるようになることも求められます。そのため，本授業では，社会におけるデータ・AI利活用に
ついて考えたり，各自が持参した端末を用いて，実際にデータを読んだり扱ったり説明したりする演習を行います。同時に，データ・AIが引き起こす課題についてグループディスカッション等を通
して捉えるようにします。

対応するディプロマ・ポリシー

教員養成課程

教員としての豊かな人間性，幅広い教養と知性，主体的に学び続ける姿勢を身に付けている。

到達目標
1．データ・AIによって社会及び日常生活が大きく変化していることを理解する。
2．数理・データサイエンス・AIが，今後の社会における「読み・書き・そろばん」であることを理解する。
3．データ・AIの活用領域の広がりを理解し，データ・AIを活用する価値を説明できる。
4．データ・AIを利活用する際に求められるモラルや倫理について理解する。
5．データ駆動社会におけるリスクや猛威について理解する。
6．個人のデータを守るために留意すべき事項を理解する。
7．スプレッドシート等を使って，小規模データ（数百件〜数千件レベル）を集計・加工できる。
8．AIの得意なところ，苦手なところを理解し，人間中心の適切な判断ができる。
9．社会の実データ，実課題を適切に読み解き，起きている事象の背景や意味を判断できる。
10. 電子メールによる、メッセージや添付ファイルの受発信ができる。
11. ワードプロセッサーの基本的操作を学習し、図表などを組み合わせたレイアウトが出来る。
12. プレゼンテーションソフトウェアの基本的操作を学習し、視覚的効果を使ったプレゼンテーションを作成することが出来る。

授業計画

科目情報

現代社会の情報活用  09 

石川　智浩   

前期  1Q　～　2Q 

月４  305教室、305教室 

  USY-CBS-1-003J 

現代社会の情報活用  必 

2   

  https://huelc-eis.hokkyodai.ac.jp/lcu-web/SC_06001B00_22/referenceDirect?
subjectID=202800012410&formatCD=1 

講義情報
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初回授業は，下記にある「備考（履修上の注意等）」をよく読んで
事前準備をお願いいたします。
主に，パソコン側のソフト・WiFi環境・ログイン環境の用意となります。

第１回：PCを使った情報共有の基本
第２回：Excelの基礎
第３回：データ分析の基礎
第４回：アルゴリズムの基礎
第５回：情報リテラシー及びプログラミング教育①
第６回：プログラミング教育②
第７回：Society5.0におけるビッグデータとAIの活用
第８回：仮説検証プロセスとオープンデータ活用
第９回：情報セキュリティとデータ倫理
第10回：AIと機械学習の実践入門
第11回～15回：情報活用技術入門（専攻独自の講義内容）
※授業内容を身に付けるために，各回の予復習に取り組む時間を週4時間以上必要とします。

担当教員予定
第1,2回　石川先生
第3,4回　今先生
第5,6回　増渕先生
第7,8回　髙橋先生
第9,10回　浅野先生
第11回以降は技術科教員の予定です。

成績評価
成績評価
【評価方法】
　①第１回から第10回（70点）
・各回で実施する小テスト(到達目標1～9に対応)をもとに評価
　第１回（到達目標1）、第２回（到達目標7）、第３回（到達目標3,9）
　　　第４回（到達目標3）、第５回（到達目標2）、第６回（到達目標3）
　　　第７回（到達目標1）、第８回（到達目標8）、第９回（到達目標4,5,6）
　　　第10回（到達目標8）
　 ・各１回ごとのテストは7点満点
②第11回から第15回（30点）
・各専攻で課す課題 (到達目標10に対応)をもとに評価
【評価基準】
　Ａ…９０点以上
　Ｂ…８０～８９点
　Ｃ…７０～７９点
　Ｄ…６０～６９点
　Ｆ…５９点以下
【欠席の取扱い】
　全ての講義に出席することが前提となります。
　■第1〜10回
　　第10回までで計3回以上の欠席は単位を認定することができません。
　■第11回〜15回
　　第1〜10回までの分も合わせて合計4回以上の欠席は単位を認定することができません。

教職チェックリスト

教職チェックリスト（自由記述）

テキスト
必要に応じて資料データを配付します。

参考文献
参考文献
・佐藤昌宏（2018）EdTechが変える教育の未来，インプレス
・堀田龍也ほか（2020）学校アップデート，さくら社

関連する授業科目
情報教育実践論：これまで学校にICT機器が導入された経緯やプロセスをふまえ、Society5.0時代の教育の在り方を検討する。また、授業におけるICT（情報通信技術）活用、情報活用能力の育成、
校務の情報化等の方法や先進実践、ICTを活用した授業づくりや情報活用能力を育む授業プランを作成して検討することで、具体的な指導計画をたてる。

オフィス・アワー

備考（履修上の注意等）
・コンピュータを活用しながら授業を進めます。ノートパソコン及び電源アダプタを持参してください。
・ノートパソコンは事前に充電をしておいてください（大学講義室は壁・廊下側などにコンセント数が限られ，他の学生の充電で埋まっている可能性があります）。
・講義前に，必ず大学WiFiに事前に接続をしておいてください。
・講義でインターネットの検索ブラウザGoogleChromeを使います。必ず事前にインストールしておいてください（Edgeというブラウザだと不具合が生じる可能性があります）
・GoogleChromeブラウザは，大学アカウントでログインをしておいてください。個人アカウントは使えません。
・繰返しになりますが，大学から発行されたアカウントとパスワードでGoogleのアプリやCBT等にアクセスします。個人アカウントは使えません。必ず大学のアカウントでログインができるように
してください。
・授業が始まる前に，各自の BYOD 端末に，本学で包括ライセンス契約をしている Microsoft 365 を必ずインストールしておいてください．インストール手順書は以下のページに用意されていま
す。
https://hokkyodai.sharepoint.com/sites/kakujoho/SitePages/Microsoft365-Office.aspx
・第7回(Excelの基礎)・第8回(データ分析の基礎)は，事前配布資料(授業解説スライドおよび演習課題シート)があります．必ず事前にダウンロードしてから授業に出席してください。
・第9回（アルゴリズムの基礎）では，イヤホンまたはヘッドホンの持参とソフトウエア「Sonic Pi」の事前インストールが必要です。
・第10回（情報リテラシー及びプログラミング教育①）では，GoogleFormで情報リテラシーの課題（20問）があります。忘れずに実施してください。

教育実習やインターンシップ等

実務経験
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シラバス詳細
タイトル「2025年度」、カテゴリ「旭川校」

科目名 クラス

担当教員 実務経験のある教員による講義

開講学期 開講時期

曜日・時限 講義室

科目種別 ナンバリング

科目区分 単位区分

単位数 準備事項

備考 直接参照URL

授業形態
講義とPCを使った演習

授業概要
今後のデジタル社会においては，数理・データサイエンス・AIを日常の生活や仕事等の場で使いこなすことが求められます。また，数理・データサイエンス・AIに関する知識・技能を基に，これら
を扱う際には，人間中心の適切な判断ができ，不安なく自らの意思でAI等の恩恵を享受し，活用できるようになることも求められます。そのため，本授業では，社会におけるデータ・AI利活用につ
いて考えたり，各自が持参した端末を用いて，実際にデータを読んだり扱ったり説明したりする演習を行います。同時に，データ・AIが引き起こす課題についてグループディスカッション等を通し
て捉えるようにします。

対応するディプロマ・ポリシー

教員養成課程

教員としての豊かな人間性，幅広い教養と知性，主体的に学び続ける姿勢を身に付けている。
教職における使命感や責任感，倫理観及び教育的愛情をもって子どもを理解しようとする態度を身に付けている。
教育に関する専門的知識及び技能を身に付けている。
教育に関する理論及び方法を活かし，教育実践を展開する基礎を身に付けている。
現代の学校教育現場の多様な課題を理解し，適切な対応を考えることができる。
学校づくりを担う一員としての役割を理解し，社会性やコミュニケーション能力を養い，地域等と連携・協働する態度を身に付けている。

到達目標
1．データ・AIによって社会及び日常生活が大きく変化していることを理解する。
2．数理・データサイエンス・AIが，今後の社会における「読み・書き・そろばん」であることを理解する。
3．データ・AIの活用領域の広がりを理解し，データ・AIを活用する価値を説明できる。
4．データ・AIを利活用する際に求められるモラルや倫理について理解する。
5．データ駆動社会におけるリスクや猛威について理解する。
6．個人のデータを守るために留意すべき事項を理解する。
7．スプレッドシート等を使って，小規模データ（数百件〜数千件レベル）を集計・加工できる。
8．AIの得意なところ，苦手なところを理解し，人間中心の適切な判断ができる。

科目情報

現代社会の情報活用  07 

植田　優基   

前期  1Q　～　2Q 

木４  L202、L202 

学部用(新ｶﾘｷｭﾗﾑ)  UAY-CBS-1-004J 

情報機器の操作  必 

2   

  https://huelc-eis.hokkyodai.ac.jp/lcu-web/SC_06001B00_22/referenceDirect?
subjectID=202800012120&formatCD=1 

講義情報

22



9．社会の実データ，実課題を適切に読み解き，起きている事象の背景や意味を判断できる。
10．（各専攻分野が設定する到達目標）

授業計画
第１回：PCを使った情報共有の基本
第２回：Excelの基礎
第３回：データ分析の基礎
第４回：アルゴリズムの基礎
第５回：情報リテラシー及びプログラミング教育①
第６回：プログラミング教育②
第７回：Society5.0におけるビッグデータとAIの活用
第８回：仮説検証プロセスとオープンデータ活用
第９回：情報セキュリティとデータ倫理
第10回：AIと機械学習の実践入門
第11回：導入：情報機器, プログラミングとは何か (数学教育専攻分野の内容)
第12回：Excelによる数学：代表値計算, 成績表を作成してみよう (数学教育専攻分野の内容)
第13回：Excelによる数学：乱数生成, モンテカルロシミュレーション (数学教育専攻分野の内容)
第14回：Maxima入門 ① (数学教育専攻分野の内容)
第15回：Maxima入門 ② (数学教育専攻分野の内容)

※授業内容を身に付けるために，各回の予復習に取り組む時間を週4時間以上必要とします。
※「数学教育専攻分野の内容」と記載された内容と記載されているシラバスの順番が前後することがあります。
※詳しくは１回目のオリエンテーションで説明します。

成績評価
成績評価
【評価方法】
　①第１回から第10回（70点）
・各回で実施する小テスト(到達目標1～9に対応)をもとに評価
　第１回（到達目標1）、第２回（到達目標7）、第３回（到達目標3,9）
　　　第４回（到達目標3）、第５回（到達目標2）、第６回（到達目標3）
　　　第７回（到達目標1）、第８回（到達目標8）、第９回（到達目標4,5,6）
　　　第10回（到達目標8）
　 ・各１回ごとのテストは7点満点
②第11回から第15回（30点）
・各専攻で課す課題 (到達目標10に対応)をもとに評価
【評価基準】
　Ａ…９０点以上
　Ｂ…８０～８９点
　Ｃ…７０～７９点
　Ｄ…６０～６９点
　Ｆ…５９点以下
【欠席の取扱い】
　全ての講義に出席することが前提となります。
　■第1〜10回
　　第10回までで計3回以上の欠席は単位を認定することができません。
　■第11回〜15回
　　第1〜10回までの分も合わせて合計4回以上の欠席は単位を認定することができません。

教職チェックリスト

１ 学習指導

1-1-1 大学の図書館やインターネットなどを使って、専門領域に関連した必要な情報を積極的に収集・活用し、自己学習の発展向上を図る。

教職チェックリスト（自由記述）

テキスト
第1〜10回では必要に応じて資料データを配付します。
第11〜15回では各専攻分野の授業担当者からの指示に従ってください。

[Maxima入門で使用するテキスト]
北海道教育大学旭川校 理科教育専攻 小山 耕平先生の講義資料
「９０分でわかる無料数学ソフトMaxima」を使用して授業を行います。
資料は以下のURLから入手することができます。
https://researchmap.jp/multidatabases/multidatabase_contents/detail/265278/0642c5af25bd42720a0b4f737b07615c?frame_id=804283

参考文献
参考文献
・佐藤昌宏（2018）EdTechが変える教育の未来，インプレス
・堀田龍也ほか（2020）学校アップデート，さくら社
その他，第11〜15回での各専攻分野の授業担当者からの指示に従ってください。

関連する授業科目
情報教育実践論：これまで学校にICT機器が導入された経緯やプロセスをふまえ、Society5.0時代の教育の在り方を検討する。また、授業におけるICT（情報通信技術）活用、情報活用能力の育成、
校務の情報化等の方法や先進実践、ICTを活用した授業づくりや情報活用能力を育む授業プランを作成して検討することで、具体的な指導計画をたてる。

オフィス・アワー
オフィス・アワー：火2限
連絡先：ueda.yuki@a.hokkyodai.ac.jp

備考（履修上の注意等）
・コンピュータを活用しながら授業を進めます。ノートパソコン及び電源アダプタを持参してください。
・大学から発行されたアカウントとパスワードでGoogleのアプリやCBT等にアクセスします。個人アカウントは使えません。必ず大学のアカウントでログインができるようにしてください。
・授業が始まる前に，各自の BYOD 端末に，本学で包括ライセンス契約をしている Microsoft 365 を必ずインストールしておいてください．インストール手順書は以下のページに用意されていま
す。
https://hokkyodai.sharepoint.com/sites/kakujoho/SitePages/Microsoft365-Office.aspx
・第2回(Excelの基礎)・第3回(データ分析の基礎)は，事前配布資料(授業解説スライドおよび演習課題シート)があります．必ず事前にダウンロードしてから授業に出席してください。
・第4回（アルゴリズムの基礎）では，イヤホンまたはヘッドホンの持参とソフトウエア「Sonic Pi」の事前インストールが必要です。
・第5回（情報リテラシー及びプログラミング教育①）では，GoogleFormで情報リテラシーの課題（20問）があります。忘れずに実施してください。

教育実習やインターンシップ等
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シラバス詳細
タイトル「2025年度」、カテゴリ「釧路校」

科目名 クラス

担当教員 実務経験のある教員による講義

開講学期 開講時期

曜日・時限 講義室

科目種別 ナンバリング

科目区分 単位区分

単位数 準備事項

備考 直接参照URL

授業形態
講義とPCを使った演習

授業概要
今後のデジタル社会においては，数理・データサイエンス・AIを日常の生活や仕事等の場で使いこなすことが求められます。また，数理・データサイエンス・AIに関する知識・技能を基に，これら
を扱う際には，人間中心の適切な判断ができ，不安なく自らの意思でAI等の恩恵を享受し，活用できるようになることも求められます。そのため，本授業では，社会におけるデータ・AI利活用につ
いて考えたり，各自が持参した端末を用いて，実際にデータを読んだり扱ったり説明したりする演習を行います。同時に，データ・AIが引き起こす課題についてグループディスカッション等を通し
て捉えるようにします。

対応するディプロマ・ポリシー

教員養成課程

教員としての豊かな人間性，幅広い教養と知性，主体的に学び続ける姿勢を身に付けている。

到達目標
1．データ・AIによって社会及び日常生活が大きく変化していることを理解する。
2．数理・データサイエンス・AIが，今後の社会における「読み・書き・そろばん」であることを理解する。
3．データ・AIの活用領域の広がりを理解し，データ・AIを活用する価値を説明できる。
4．データ・AIを利活用する際に求められるモラルや倫理について理解する。
5．データ駆動社会におけるリスクや猛威について理解する。
6．個人のデータを守るために留意すべき事項を理解する。
7．スプレッドシート等を使って，小規模データ（数百件〜数千件レベル）を集計・加工できる。
8．AIの得意なところ，苦手なところを理解し，人間中心の適切な判断ができる。
9．社会の実データ，実課題を適切に読み解き，起きている事象の背景や意味を判断できる。
10．MS Word, MS Powerpoint の基本的な操作方法を習得する。

授業計画
第１回：PCを使った情報共有の基本
第２回：Excelの基礎

科目情報

現代社会の情報活用  01 

廣重　真人   

前期  1Q　～　2Q 

月２  マルチメディア室、マルチメディア室 

  UKR-CBS-1-025J、UKY-CBS-1-025J 

情報機器の操作  必 

2   

  https://huelc-eis.hokkyodai.ac.jp/lcu-web/SC_06001B00_22/referenceDirect?
subjectID=202800012046&formatCD=1 
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第３回：データ分析の基礎
第４回：アルゴリズムの基礎
第５回：情報リテラシー及びプログラミング教育①
第６回：プログラミング教育②
第７回：Society5.0におけるビッグデータとAIの活用
第８回：仮説検証プロセスとオープンデータ活用
第９回：情報セキュリティとデータ倫理
第10回：AIと機械学習の実践入門
第11回：学校教育・発達教育クラス独自内容: MS word (1)
第12回：学校教育・発達教育クラス独自内容: MS word (2)
第13回：学校教育・発達教育クラス独自内容: MS word (3)
第14回：学校教育・発達教育クラス独自内容: MS powerpoint (1)
第15回：学校教育・発達教育クラス独自内容: MS powerpoint (1)
※授業内容を身に付けるために，各回の予復習に取り組む時間を週4時間以上必要とします。

成績評価
成績評価
【評価方法】
　①第１回から第10回（70点）
・各回で実施する小テスト(到達目標1～9に対応)をもとに評価
　第１回（到達目標1）、第２回（到達目標7）、第３回（到達目標3,9）
　　　第４回（到達目標3）、第５回（到達目標2）、第６回（到達目標3）
　　　第７回（到達目標1）、第８回（到達目標8）、第９回（到達目標4,5,6）
　　　第10回（到達目標8）
　 ・各１回ごとのテストは7点満点
②第11回から第15回（30点）
・各専攻で課す課題 (到達目標10に対応)をもとに評価
【評価基準】
　Ａ…９０点以上
　Ｂ…８０～８９点
　Ｃ…７０～７９点
　Ｄ…６０～６９点
　Ｆ…５９点以下
【欠席の取扱い】
　全ての講義に出席することが前提となります。
　■第1〜10回
　　第10回までで計3回以上の欠席は単位を認定することができません。
　■第11回〜15回
　　第1〜10回までの分も合わせて合計4回以上の欠席は単位を認定することができません。

教職チェックリスト

１ 学習指導

1-3-2-3 授業づくりの資料収集・資料作成、教材・教具作成にICT機器や書籍を有効に活用する。
1-3-3-6 授業での子どもの状況把握や評価のためにICT機器を有効に活用する。

教職チェックリスト（自由記述）

テキスト
第1〜10回では必要に応じて資料データを配付します。
第11〜15回では各専攻分野の授業担当者からの指示に従ってください。

参考文献
参考文献
・佐藤昌宏（2018）EdTechが変える教育の未来，インプレス
・堀田龍也ほか（2020）学校アップデート，さくら社
その他，第11〜15回での各専攻分野の授業担当者からの指示に従ってください。

関連する授業科目
情報教育実践論：これまで学校にICT機器が導入された経緯やプロセスをふまえ、Society5.0時代の教育の在り方を検討する。また、授業におけるICT（情報通信技術）活用、情報活用能力の育成、
校務の情報化等の方法や先進実践、ICTを活用した授業づくりや情報活用能力を育む授業プランを作成して検討することで、具体的な指導計画をたてる。

オフィス・アワー
担当教員広重は基本的に C304 在室中は随時質問などを受け付ける。

備考（履修上の注意等）
・コンピュータを活用しながら授業を進めます。ノートパソコン及び電源アダプタを持参してください。
・大学から発行されたアカウントとパスワードでGoogleのアプリやCBT等にアクセスします。個人アカウントは使えません。必ず大学のアカウントでログインができるようにしてください。
・授業が始まる前に，各自の BYOD 端末に，本学で包括ライセンス契約をしている Microsoft 365 を必ずインストールしておいてください．インストール手順書は以下のページに用意されていま
す．
https://hokkyodai.sharepoint.com/sites/kakujoho/SitePages/Microsoft365-Office.aspx
・第2回(Excelの基礎)・第3回(データ分析の基礎)は，事前配布資料(授業解説スライドおよび演習課題シート)があります．必ず事前にダウンロードしてから授業に出席してください．
・第4回（アルゴリズムの基礎）では，イヤホンまたはヘッドホンの持参とソフトウエア「Sonic Pi」の事前インストールが必要です。
・「情報リテラシー及びプログラミング教育①」ではGoogleFormで情報リテラシーの課題（20問）があります。忘れずに実施してください。

教育実習やインターンシップ等

実務経験
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シラバス詳細
タイトル「2025年度」、カテゴリ「函館校」

科目名 クラス

担当教員 実務経験のある教員による講義

開講学期 開講時期

曜日・時限 講義室

科目種別 ナンバリング

科目区分 単位区分

単位数 準備事項

備考 直接参照URL

授業形態
講義とPCを使った演習

授業概要
今後のデジタル社会においては，数理・データサイエンス・AIを日常の生活や仕事等の場で使いこなすことが求められます。また，数理・データサイエンス・AIに関する知識・技能を基に，これら
を扱う際には，人間中心の適切な判断ができ，不安なく自らの意思でAI等の恩恵を享受し，活用できるようになることも求められます。そのため，本授業では，社会におけるデータ・AI利活用につ
いて考えたり，各自が持参した端末を用いて，実際にデータを読んだり扱ったり説明したりする演習を行います。同時に，データ・AIが引き起こす課題についてグループディスカッション等を通し
て捉えるようにします。

対応するディプロマ・ポリシー

国際地域学科 地域協働専攻

幅広く深い教養と豊かな人間性を身に付けている。
教育学的視点と地域学の基本的知識を身に付けている。
地域学を支える諸科学の専門知識を身に付けている。
地域社会の課題を調査・研究し，その成果を国際的視野を持って他者に伝えるコミュニケーションの能力と方法を身に付けている。

到達目標
1．データ・AIによって社会及び日常生活が大きく変化していることを理解する。
2．数理・データサイエンス・AIが，今後の社会における「読み・書き・そろばん」であることを理解する。
3．データ・AIの活用領域の広がりを理解し，データ・AIを活用する価値を説明できる。
4．データ・AIを利活用する際に求められるモラルや倫理について理解する。
5．データ駆動社会におけるリスクや猛威について理解する。
6．個人のデータを守るために留意すべき事項を理解する。
7．スプレッドシート等を使って，小規模データ（数百件〜数千件レベル）を集計・加工できる。
8．AIの得意なところ，苦手なところを理解し，人間中心の適切な判断ができる。
9．社会の実データ，実課題を適切に読み解き，起きている事象の背景や意味を判断できる。
10. 国際協働グループにおける学習で必要となる，コンピュータの操作に関わる基本知識と技能が身に付いている。

科目情報

現代社会の情報活用  01 

京谷　雅代   

前期  1Q　～　2Q 

火６  第1講義室、第1講義室 

   

現代社会の情報活用  選 

2   

  https://huelc-eis.hokkyodai.ac.jp/lcu-web/SC_06001B00_22/referenceDirect?
subjectID=202800012213&formatCD=1 

講義情報
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授業計画
第１回：PCを使った情報共有の基本
第２回：Excelの基礎
第３回：データ分析の基礎
第４回：アルゴリズムの基礎
第５回：情報リテラシー及びプログラミング教育①
第６回：プログラミング教育②
第７回：Society5.0におけるビッグデータとAIの活用
第８回：仮説検証プロセスとオープンデータ活用
第９回：情報セキュリティとデータ倫理
第10回：AIと機械学習の実践入門
第11回：Excel実践①(データの入力、ファイル作成、共有化など)
第12回：Excel実践②(名簿・一覧表の操作、データの活用)
第13回：Excel実践③(関数を使用した集計)
第14回：Excel実践④(関数を用いた座席表や時間割表などの作成)
第15回：Excel実践⑤(名簿作成支援)、授業のまとめ、試験

※授業内容を身に付けるために，各回の予復習に取り組む時間を週4時間以上必要とします。

成績評価
【評価方法】
　①第１回から第10回（70点）
・各回で実施する小テスト(到達目標1～9に対応)をもとに評価
　第１回（到達目標1）、第２回（到達目標7）、第３回（到達目標3,9）
　　　第４回（到達目標3）、第５回（到達目標2）、第６回（到達目標3）
　　　第７回（到達目標1）、第８回（到達目標8）、第９回（到達目標4,5,6）
　　　第10回（到達目標8）
　 ・各１回ごとのテストは7点満点
②第11回から第15回（30点）
・各グループで課す課題 (到達目標10に対応)をもとに評価
【評価基準】
　Ａ…９０点以上
　Ｂ…８０～８９点
　Ｃ…７０～７９点
　Ｄ…６０～６９点
　Ｆ…５９点以下
【欠席の取扱い】
　全ての講義に出席することが前提となります。
　■第1〜10回
　　第10回までで計3回以上の欠席は単位を認定することができません。
　■第11回〜15回
　　第1〜10回までの分も合わせて合計4回以上の欠席は単位を認定することができません。

教職チェックリスト

１ 学習指導

1-3-2-3 授業づくりの資料収集・資料作成、教材・教具作成にICT機器や書籍を有効に活用する。
1-3-3-6 授業での子どもの状況把握や評価のためにICT機器を有効に活用する。

教職チェックリスト（自由記述）

テキスト
第１回～第１０回は、必要に応じて資料データを配布します。
第１１回～第１５回は、次のテキストを使用します。
久保栄（２０２４）『教師のExcel～校務（個人業務＋チーム業務）カイゼンのためのデジタルリテラシー～』技術評論社

参考文献
・佐藤昌宏（2018）EdTechが変える教育の未来，インプレス
・堀田龍也ほか（2020）学校アップデート，さくら社

関連する授業科目
情報教育実践論：これまで学校にICT機器が導入された経緯やプロセスをふまえ、Society5.0時代の教育の在り方を検討する。また、授業におけるICT（情報通信技術）活用、情報活用能力の育成、
校務の情報化等の方法や先進実践、ICTを活用した授業づくりや情報活用能力を育む授業プランを作成して検討することで、具体的な指導計画をたてる。

オフィス・アワー
授業の前後に受け付ける。

備考（履修上の注意等）
・コンピュータを活用しながら授業を進めます。ノートパソコン及び電源アダプタを持参してください。
・大学から発行されたアカウントとパスワードでGoogleのアプリやCBT等にアクセスします。個人アカウントは使えません。必ず大学のアカウントでログインができるようにしてください。
・授業が始まる前に，各自の BYOD 端末に，本学で包括ライセンス契約をしている Microsoft 365 を必ずインストールしておいてください．インストール手順書は以下のページに用意されていま
す。
https://hokkyodai.sharepoint.com/sites/kakujoho/SitePages/Microsoft365-Office.aspx
・第2回(Excelの基礎)・第3回(データ分析の基礎)は，事前配布資料(授業解説スライドおよび演習課題シート)があります．必ず事前にダウンロードしてから授業に出席してください。
・第4回（アルゴリズムの基礎）では，イヤホンまたはヘッドホンの持参とソフトウエア「Sonic Pi」の事前インストールが必要です。
・第5回（情報リテラシー及びプログラミング教育①）では，GoogleFormで情報リテラシーの課題（20問）があります。忘れずに実施してください。

教育実習やインターンシップ等

実務経験
あり
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シラバス詳細
タイトル「2025年度」、カテゴリ「岩見沢校」

科目名 クラス

担当教員 実務経験のある教員による講義

開講学期 開講時期

曜日・時限 講義室

科目種別 ナンバリング

科目区分 単位区分

単位数 準備事項

備考 直接参照URL

授業形態
講義とPCを使った演習

授業概要
今後のデジタル社会においては，数理・データサイエンス・AIを日常の生活や仕事等の場で使いこ
なすことが求められます。また，数理・データサイエンス・AIに関する知識・技能を基に，これら
を扱う際には，人間中心の適切な判断ができ，不安なく自らの意思でAI等の恩恵を享受し，活用で
きるようになることも求められます。そのため，本授業では，社会におけるデータ・AI利活用につ
いて考えたり，各自が持参した端末を用いて，実際にデータを読んだり扱ったり説明したりする演
習を行います。同時に，グループディスカッション等を通して，データ・AIが引き起こす課題につ
いて考えます。

対応するディプロマ・ポリシー

教員養成課程

教員としての豊かな人間性，幅広い教養と知性，主体的に学び続ける姿勢を身に付けている。

国際地域学科 地域協働専攻

幅広く深い教養と豊かな人間性を身に付けている。

国際地域学科 地域教育専攻

幅広く深い教養と豊かな人間性を身に付けている。

芸術・スポーツ文化学科 芸術・スポーツビジネス専攻

豊かな人間性と感性，幅広い知性と教養，それらを社会に活かすコミュニケーション能力を身に付けている。

芸術・スポーツ文化学科 音楽文化専攻

科目情報

現代社会の情報活用  01 

鈴木　哲平、武田　丈太郎   

前期  1Q　～　2Q 

月４  CR（mac）、CR（mac）、CR（win）、CR（win） 

学部用(新ｶﾘｷｭﾗﾑ)  UIZ-CBS-1-5J 

教養(情報機器の操作)  選 

2   

  https://huelc-eis.hokkyodai.ac.jp/lcu-web/SC_06001B00_22/referenceDirect?
subjectID=202800012263&formatCD=1 

講義情報
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豊かな人間性と感性，幅広い知性と教養，それらを社会に活かすコミュニケーション能力を身に付けている。

芸術・スポーツ文化学科 美術文化専攻

豊かな人間性と感性，幅広い知性と教養，それらを社会に活かすコミュニケーション能力を身に付けている。

芸術・スポーツ文化学科 スポーツ文化専攻

豊かな人間性と感性，幅広い知性と教養，それらを社会に活かすコミュニケーション能力を身に付けている。

到達目標
・データ・AIによって社会及び日常生活が大きく変化していることを理解する。
・数理・データサイエンス・AIが，今後の社会における「読み・書き・そろばん」であることを理解
する。
・データ・AIの活用領域の広がりを理解し，データ・AIを活用する価値を説明できる。
・データ・AIを利活用する際に求められるモラルや倫理について理解する。
・データ駆動社会におけるリスクや猛威について理解する。
・個人のデータを守るために留意すべき事項を理解する。
・スプレッドシート等を使って，小規模データ（数百件〜数千件レベル）を集計・加工できる。
・AIの得意なところ，苦手なところを理解し，人間中心の適切な判断ができる。
・社会の実データ，実課題を適切に読み解き，起きている事象の背景や意味を判断できる。

授業計画
第１回：PCを使った情報共有の基本
第２回：アルゴリズムの基礎
第３回：情報リテラシーCBT及びプログラミング教育①
第４回：プログラミング教育②
第５回：Society5.0におけるビッグデータとAIの活用
第６回：仮説検証プロセスとオープンデータ活用
第７回：情報セキュリティとデータ倫理
第８回：Excelの基礎
第９回：データ分析の基礎
第10回：AIと機械学習の実践入門
第11回：芸術・スポーツビジネス専攻分野の内容に関するWordの基礎
第12回：芸術・スポーツビジネス専攻分野の内容に関するPowerPointの基礎①
第13回：芸術・スポーツビジネス専攻分野の内容に関するPowerPointの基礎②
第14回：芸術・スポーツビジネス専攻分野の内容に関するプレゼンテーション①
第15回：芸術・スポーツビジネス専攻分野の内容に関するプレゼンテーション②

成績評価
成績評価
【評価方法】
　■第1〜10回（70点）
　　授業における確認テストや提出物などの課題を点数化して行う。
　■第11〜15回（30点）
　　各専攻分野が設定する課題を点数化して行う。
【評価基準】
　Ａ…９０点以上
　Ｂ…８０～８９点
　Ｃ…７０～７９点
　Ｄ…６０～６９点
　Ｆ…５９点以下
【欠席の取扱い】
　全ての講義に出席することが前提となります。
　■第1〜10回
　　1/3以上 (3回以上) の欠席は単位を認定することができません。
　■第11回〜15回
　　1〜10回までの分も合わせて合計4回以上の欠席は単位を認定することができません。

教職チェックリスト

１ 学習指導

・学習意欲に関する理解、教育課程の意義や編成の方法、教授方法や教授技術、教材論（教材・教具や情報機器の基本的な活用法を含む）
1-3-2-3 授業づくりの資料収集・資料作成、教材・教具作成にICT機器や書籍を有効に活用する。
1-3-3-6 授業での子どもの状況把握や評価のためにICT機器を有効に活用する。

教職チェックリスト（自由記述）

テキスト
第1〜10回では必要に応じて資料データを配付します。
第11〜15回では各専攻分野の授業担当者からの指示に従ってください。

参考文献
参考文献
・佐藤昌宏（2018）EdTechが変える教育の未来，インプレス
・堀田龍也ほか（2020）学校アップデート，さくら社
その他，第11〜15回での各専攻分野の授業担当者からの指示に従ってください。

関連する授業科目
情報教育実践論：これまで学校にICT機器が導入された経緯やプロセスをふまえ、Society5.0時代の教
育の在り方を検討する。また、授業におけるICT（情報通信技術）活用、情報活用能力の育成、校務の
情報化等の方法や先進実践、ICTを活用した授業づくりや情報活用能力を育む授業プランを作成して検
討することで、具体的な指導計画をたてる。

オフィス・アワー

備考（履修上の注意等）
コンピュータを積極的に活用しながら授業を進めます。ノートパソコンを持参してください。

教育実習やインターンシップ等

実務経験
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単 位 数

専攻区分

科目区分

小学校教諭免許対応中学校教諭免許対応小学校教諭免許対応

国語教育専攻
英語教育専攻
社会科教育専攻
数学教育専攻
理科教育専攻
生活・技術教育専攻
芸術・保健体育教育専攻

国語教育専攻
英語教育専攻
社会科教育専攻
数学教育専攻
理科教育専攻
生活・技術教育専攻
芸術・保健体育教育専攻

教育発達専攻

２６

１６

２

２６

１６

２

２６

１６

２日本国憲法

共
通
基
礎
科
目

教

養

科

目

２２２体育

２２２現代社会の情報活用

６６６外国語・外国語コミュニケーション

２２２倫理・人権

２２２アカデミックスキル

６
４

６
４

６
４

人文科学入門基
礎
教
養
科
目

社会科学入門

２２２自然科学入門

４４４現代的教養科目

９７～９９

２０

９５～９７

２

９７

２０教科に関する専門科目（小）教
科
及
び
教
科
の
指

導
法
に
関
す
る
科
目

教
職
課
程
コ
ア
科
目

専

門

科

目

１２２０－教科に関する専門科目（中）

２０２２０教科指導科目（小）

２～４８－教科指導科目（中）

１０１０１０教育の基礎的理解に関する科目

１０１０１０道徳・生徒指導等に関する科目

１５１５１５実践・省察科目

８２８～３０２２専攻科目

５～７７～９７研究発展科目（全学連携科目を含む）

４４４卒業研究

１３４１３４１３４卒業に必要な単位数

Ⅰ．教員養成課程履修基準
教員養成課程の各専攻において卒業するために必要な単位の修得方法は，次の履修基準に定める

とおりです。

※専攻科目及び研究発展科目の卒業に必要な単位数については，専攻・分野によって異なる場合がありますので，「Ⅲ．専攻別履修基準」
（P.3８～）に掲載されている各専攻・分野の履修基準をよく確認してください。
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Ⅱ
．

教
員

養
成

課
程

教
養

科
目

履
修

基
準

教
員
養
成
課
程
教
養
科
目
履
修
基
準
に
つ
い
て
は
，
次
の
表
に
従
っ
て
単
位
を
修
得
す
る
。

単
位
数

科
目

名
科

目
区

分
４
年

３
年

２
年

１
年

２６

１６

２
●
日
本
国
憲
法

２
日
本
国
憲
法

共
通
基
礎
科
目

教 養 科 目

２
●
体
育
Ⅰ

１
体

育
●
体
育
Ⅱ

１
２

●
現
代
社
会
の
情
報
活
用

２
現
代
社
会
の
情
報
活
用

６

●
外
国
語
（
英
語
）
Ⅰ
＊

１

外
国

語
・

外
国

語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

●
外
国
語
（
英
語
）
Ⅱ
＊

１
●
外
国
語
（
英
語
）
Ⅲ
＊

１
●
外
国
語
（
英
語
）
Ⅳ
＊

１
●
外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
英
語
）
Ⅰ
＊
１

●
外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
英
語
）
Ⅱ
＊
１

２
●
倫
理
・
人
権

２
倫
理
・
人
権

２
●
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル

２
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル

６
４

人
文
科
学
入
門

２
人
文
科
学
入
門

基
礎
教
養
科
目

社
会
科
学
入
門

２
社
会
科
学
入
門

２
自
然
科
学
入
門

２
自
然
科
学
入
門

４

ア
イ
ヌ
語
Ⅰ
＊

２

現
代
的
教
養
科
目

ア
イ
ヌ
語
Ⅱ
＊

２
へ
き
地
教
育
論
Ⅰ
＊

２
へ
き
地
教
育
論
Ⅱ
＊

２
現
代
と
社
会
Ⅰ
＊

２
現
代
と
社
会
Ⅱ
＊

２
現
代
と
文
化

２
現
代
と
科
学

２
い
じ
め
・
不
登
校
の
研
究

２
教
育
学
入
門

２
教
養
の
数
学

２
現
代
の
音
楽
Ⅰ
＊

２
現
代
の
音
楽
Ⅱ
＊

２
現
代
の
美
術
Ⅰ
＊

２
現
代
の
美
術
Ⅱ
＊

２
生
涯
学
習
概
論

２
物
理
入
門

２
中
国
語
と
中
国
文
化
Ⅰ

２
中
国
語
と
中
国
文
化
Ⅱ

２
韓
国
語
と
韓
国
文
化
Ⅰ

２
韓
国
語
と
韓
国
文
化
Ⅱ

２
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
践

２
国
際
理
解
論

２
心
身
健
康
管
理
学

２
教
員
に
な
る
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

２
生
き
る

２
人
間
理
解

２
異
文
化
を
知
る
（
JI
C
E
講
座
）
Ⅰ
＊

２
異
文
化
を
知
る
（
JI
C
E
講
座
）
Ⅱ
＊

２
創
造
性
教
育
の
理
論
と
実
践

２

・「
●
」
の
付
い
て
い
る
科
目
は
必
修
科
目
で
あ
る
。

・
同
一
科
目
名
の
後
の
ロ
ー
マ
数
字
は
履
修
段
階
を
示
し
，
そ
の
順
序
に
従
っ
て
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
科
目
で
あ
る
。（
例
「
～
Ⅰ
」
を
履
修
し
た
後
に
，「
～
Ⅱ
」
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。）

・
ロ
ー
マ
数
字
の
後
に
「
＊
」
が
付
い
て
い
る
科
目
は
，
そ
の
順
序
に
従
わ
な
く
て
も
履
修
で
き
る
科
目
で
あ
る
。（
例
「
～
Ⅰ
」
を
履
修
せ
ず
に
，「
～
Ⅱ
」
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。）
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Ⅲ．専攻別履修基準
Ⅲ－１－１ 教育発達専攻（教育学分野）履修基準

・「●」の付いている科目は必修科目である。
・同一科目名の後のローマ数字は履修段階を示し，その順序に従って履修しなければならない科目である。（例「～Ⅰ」を履修した後に，「～Ⅱ」を履修することが
できる。）
・ローマ数字の後に「＊」が付いている科目は，その順序に従わなくても履修できる科目である。（例「～Ⅰ」を履修せずに，「～Ⅱ」を履修することができる。）
・教育学分野科目の演習Ⅰから６単位以上，演習Ⅱ，Ⅲ，Ⅳは各２単位以上を修得すること。

単位数
科 目 名

科 目 区 分
４ 年３ 年２ 年１ 年

26「教養科目履修基準」参照教 養 科 目

97

20

●初等国語 ２

教科に関する
専門科目（小）教

科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教

職

課

程

コ

ア

科

目

専

門

科

目

●初等社会 ２
●初等算数 ２
●初等生活 ２

●初等理科 ２
●初等音楽 ２
●初等図画工作 ２
●初等家庭 ２
●初等体育 ２
●初等英語 ２

20

●初等国語科教育法 ２

教科指導科目
（小）

●初等社会科教育法 ２
●初等算数科教育法 ２
●初等理科教育法 ２
●初等生活科教育法 ２
●初等英語科教育法 ２

●初等音楽科教育法 ２
●初等図画工作科教育法 ２
●初等家庭科教育法 ２
●初等体育科教育法 ２

10
●特別支援教育 ２●教職論 ２

教育の基礎的理
解に関する科目 ●教育の制度・経営と社会 ２●教育の基礎と理念 ２

●発達と学習 ２

10

●道徳の理論と指導法 ２●教育課程と教育方法（ＩＣＴ活用含む） ２

道徳・生徒指導等
に関する科目

●特別活動・総合的な学習の●生徒指導・進路指導の理論と方法 ２
時間の理論と指導法 ２●教育相談の理論と方法 ２
情報教育実践論 ２
次世代型学習デザイン論 ２

15

教育実習（中等）Ⅱ＊ ２●教育実習事前事後指導 １●学校教育の実践と省察Ⅱ ２●学校教育の実践と省察Ⅰ ２

実践・省察科目

教育実習（初等）Ⅲ＊ ２●教育実習（初等）Ⅰ ４
特別支援教育実習 ３●学校教育の実践と省察Ⅲ ２
学校教育の実践と省察（発展） ２

●介護等体験実習 ２
●教職実践演習（幼・小・中・高） ２
へき地校体験実習Ⅱ ２へき地校体験実習Ⅰ ２

22

10
教育哲学特講 ２教育方法学特講 ２

専

攻

科

目

教育史特講 ２教育社会学特講 ２
教育制度・学校経営特講 ２生徒指導論特論 ２

12

教育哲学演習Ⅲ＊ ２教育哲学演習Ⅰ＊ ２
教育哲学演習Ⅳ＊ ２教育哲学演習Ⅱ＊ ２
教育史演習Ⅲ＊ ２教育史演習Ⅰ＊ ２
教育史演習Ⅳ＊ ２教育史演習Ⅱ＊ ２
教育方法学演習Ⅲ＊ ２教育方法学演習Ⅰ＊ ２
教育方法学演習Ⅳ＊ ２教育方法学演習Ⅱ＊ ２
教育社会学演習Ⅲ＊ ２教育社会学演習Ⅰ＊ ２
教育社会学演習Ⅳ＊ ２教育社会学演習Ⅱ＊ ２
生徒指導論演習Ⅲ＊ ２生徒指導論演習Ⅰ＊ ２
生徒指導論演習Ⅳ＊ ２生徒指導論演習Ⅱ＊ ２
教育制度・学校経営演習Ⅲ＊ ２教育制度・学校経営演習Ⅰ＊ ２
教育制度・学校経営演習Ⅳ＊ ２教育制度・学校経営演習Ⅱ＊ ２

7

上記科目の他，学生の自主的学習プログラムに基づき選択により履修するものとする。
（対象科目）①専攻履修基準（他専攻を含む）に掲げる授業科目

②別表「研究発展科目対象科目一覧」に掲げる授業科目
③全学連携により開設する科目又は他の校等で開設する授業科目

研究発展科目
（全学連携科目を含む）

4●卒業研究 ４卒 業 研 究
134総 単 位 数
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Ⅲ－１－２ 教育発達専攻（教育心理学分野）履修基準

単位数
科 目 名

科 目 区 分
４ 年３ 年２ 年１ 年

26「教養科目履修基準」参照教 養 科 目

97

20

●初等国語 ２

教科に関する
専門科目（小）教

科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教

職

課

程

コ

ア

科

目

専

門

科

目

●初等社会 ２
●初等算数 ２
●初等生活 ２

●初等理科 ２
●初等音楽 ２
●初等図画工作 ２
●初等家庭 ２
●初等体育 ２
●初等英語 ２

20

●初等国語科教育法 ２

教科指導科目
（小）

●初等社会科教育法 ２
●初等算数科教育法 ２
●初等理科教育法 ２
●初等生活科教育法 ２
●初等英語科教育法 ２

●初等音楽科教育法 ２
●初等図画工作科教育法 ２
●初等家庭科教育法 ２
●初等体育科教育法 ２

10
●特別支援教育 ２●教職論 ２

教育の基礎的理
解に関する科目 ●教育の制度・経営と社会 ２●教育の基礎と理念 ２

●発達と学習 ２

10

●道徳の理論と指導法 ２●教育課程と教育方法（ＩＣＴ活用含む） ２

道徳・生徒指導
等に関する科目

●特別活動・総合的な学習の●生徒指導・進路指導の理論と方法 ２
時間の理論と指導法 ２●教育相談の理論と方法 ２
情報教育実践論 ２
次世代型学習デザイン論 ２

15

教育実習（中等）Ⅱ＊ ２●教育実習事前事後指導 １●学校教育の実践と省察Ⅱ ２●学校教育の実践と省察Ⅰ ２

実践・省察科目

教育実習（初等）Ⅲ＊ ２●教育実習（初等）Ⅰ ４
特別支援教育実習 ３●学校教育の実践と省察Ⅲ ２
学校教育の実践と省察（発展） ２
●介護等体験実習 ２
●教職実践演習（幼・小・中・高） ２
へき地校体験実習Ⅱ ２へき地校体験実習Ⅰ ２

22

8
●教育心理学基礎実験Ⅱ＊ ２●教育心理学基礎実験Ⅰ＊ ２

専

攻

科

目

●心理学研究法Ⅱ ２●心理学研究法Ⅰ ２

8

臨床心理学特講Ⅰ* ２
臨床心理学特講Ⅱ* ２
学習心理学特講Ⅰ＊ ２
学習心理学特講Ⅱ＊ ２
教育心理学特講Ⅰ＊ ２
教育心理学特講Ⅱ＊ ２

幼児と人間関係 １
幼児と言葉 １

6

臨床心理学演習Ⅰ＊ ２
臨床心理学演習Ⅱ＊ ２
学習心理学演習Ⅰ＊ ２
学習心理学演習Ⅱ＊ ２
教育心理学演習Ⅰ＊ ２
教育心理学演習Ⅱ＊ ２
発達心理学演習Ⅰ＊ ２
発達心理学演習Ⅱ＊ ２

7

上記科目の他，学生の自主的学習プログラムに基づき選択により履修するものとする。
（対象科目）①専攻履修基準（他専攻を含む）に掲げる授業科目

②別表「研究発展科目対象科目一覧」に掲げる授業科目
③全学連携により開設する科目又は他の校等で開設する授業科目

研究発展科目
（全学連携科目を含む）

4●卒業研究 ４卒 業 研 究
134総 単 位 数

・「●」の付いている科目は必修科目である。
・同一科目名の後のローマ数字は履修段階を示し，その順序に従って履修しなければならない科目である。（例「～Ⅰ」を履修した後に，「～Ⅱ」を履修すること
ができる。）
・ローマ数字の後に「＊」が付いている科目は，その順序に従わなくても履修できる科目である。（例「～Ⅰ」を履修せずに，「～Ⅱ」を履修することができ
る。）
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Ⅲ－１－３ 教育発達専攻（幼児教育分野）履修基準

単位数
科 目 名

科 目 区 分
４ 年３ 年２ 年１ 年

26「教養科目履修基準」参照教 養 科 目

９７

２０

●初等国語 ２

教科に関する
専門科目（小）教

科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教

職

課

程

コ

ア

科

目

専

門

科

目

●初等社会 ２
●初等算数 ２
●初等生活 ２

●初等理科 ２
●初等音楽 ２
●初等図画工作 ２
●初等家庭 ２
●初等体育 ２
●初等英語 ２

２０

●初等国語科教育法 ２

教科指導科目
（小）

●初等社会科教育法 ２
●初等算数科教育法 ２
●初等理科教育法 ２
●初等生活科教育法 ２
●初等英語科教育法 ２

●初等音楽科教育法 ２
●初等図画工作科教育法 ２
●初等家庭科教育法 ２
●初等体育科教育法 ２

１０
●特別支援教育 ２●教職論 ２

教育の基礎的理
解に関する科目 ●教育の制度・経営と社会 ２●教育の基礎と理念 ２

●発達と学習 ２

１０

●道徳の理論と指導法 ２●教育課程と教育方法（ＩＣＴ活用含む） ２

道徳・生徒指導等
に関する科目

●特別活動・総合的な学習の●生徒指導・進路指導の理論と方法 ２
時間の理論と指導法 ２●教育相談の理論と方法 ２
情報教育実践論 ２
次世代型学習デザイン論 ２

１５

教育実習（中等）Ⅱ＊ ２●教育実習事前事後指導 １●学校教育の実践と省察Ⅱ ２●学校教育の実践と省察Ⅰ ２

実践・省察科目

教育実習（初等）Ⅲ＊ ２●教育実習（初等）Ⅰ ４
特別支援教育実習 ３●学校教育の実践と省察Ⅲ ２
学校教育の実践と省察（発展） ２

●介護等体験実習 ２
●教職実践演習（幼・小・中・高）２
へき地校体験実習Ⅱ ２へき地校体験実習Ⅰ ２

２２

１２

保育内容指導法（人間関係） ２●幼児の教育課程と教育方法 ２保育内容指導法（環境） ２

専

攻

科

目

保育内容指導法（言葉） ２保育内容指導法（健康） ２保育内容指導法（表現Ⅰ）＊ ２
保育内容の指導法（表現Ⅱ）＊ ２幼児と健康 １
幼児と人間関係 １幼児と表現 １
幼児と言葉 １保育内容総論 １
幼児と環境 １

幼児教育学特講Ⅰ＊ ２
幼児教育学特講Ⅱ＊ ２

４
●幼児理解と教育相談 ２●教育心理学基礎実験Ⅰ ２

心理学研究法Ⅱ ２心理学研究法Ⅰ ２

６
子ども学演習 ２幼児教育学演習 ２

発達心理学演習Ⅱ＊ ２発達心理学演習Ⅰ＊ ２

７

上記科目の他，学生の自主的学習プログラムに基づき選択により履修するものとする。
（対象科目）①専攻履修基準（他専攻を含む）に掲げる授業科目

②別表「研究発展科目対象科目一覧」に掲げる授業科目
③全学連携により開設する科目又は他の校等で開設する授業科目

研究発展科目
（全学連携科目を含む）

４●卒業研究 ４卒 業 研 究
１３４総 単 位 数

・「●」の付いている科目は必修科目である。
・同一科目名の後のローマ数字は履修段階を示し，その順序に従って履修しなければならない科目である。（例「～Ⅰ」を履修した後に，「～Ⅱ」を履修することが
できる。）
・ローマ数字の後に「＊」が付いている科目は，その順序に従わなくても履修できる科目である。（例「～Ⅰ」を履修せずに，「～Ⅱ」を履修することができる。）
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Ⅲ－１－４ 教育発達専攻（特別支援教育分野）履修基準

単位数
科 目 名

科 目 区 分
４ 年３ 年２ 年１ 年

２６「教養科目履修基準」参照教 養 科 目

９７

２０

●初等国語 ２

教科に関する
専門科目（小）教

科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教

職

課

程

コ

ア

科

目

専

門

科

目

●初等社会 ２
●初等算数 ２
●初等生活 ２

●初等理科 ２
●初等音楽 ２
●初等図画工作 ２
●初等家庭 ２
●初等体育 ２
●初等英語 ２

２０

●初等国語科教育法 ２

教科指導科目
（小）

●初等社会科教育法 ２
●初等算数科教育法 ２
●初等理科教育法 ２
●初等生活科教育法 ２
●初等英語科教育法 ２

●初等音楽科教育法 ２
●初等図画工作科教育法 ２
●初等家庭科教育法 ２
●初等体育科教育法 ２

１０
●特別支援教育 ２●教職論 ２

教育の基礎的理
解に関する科目 ●教育の制度・経営と社会 ２●教育の基礎と理念 ２

●発達と学習 ２

１０

●道徳の理論と指導法 ２●教育課程と教育方法（ＩＣＴ活用含む） ２

道徳・生徒指導
等に関する科目

●特別活動・総合的な学習の●生徒指導・進路指導の理論と方法 ２
時間の理論と指導法 ２●教育相談の理論と方法 ２
情報教育実践論 ２
次世代型学習デザイン論 ２

１５

教育実習（中等）Ⅱ＊ ２●教育実習事前事後指導 １●学校教育の実践と省察Ⅱ ２●学校教育の実践と省察Ⅰ ２

実践・省察科目

教育実習（初等）Ⅲ＊ ２●教育実習（初等）Ⅰ ４
特別支援教育実習 ３●学校教育の実践と省察Ⅲ ２
学校教育の実践と省察（発展） ２

●介護等体験実習 ２
●教職実践演習（幼・小・中・高）２
へき地校体験実習Ⅱ ２へき地校体験実習Ⅰ ２

２２

２●特別支援教育基礎論 ２

専

攻

科

目

６
●知的・発達障害アセスメント ２
●知的・発達障害児精神保健学 ２

●知的・発達障害基礎演習 ２

１０

●知的障害教育課程論 ２
●知的・発達障害指導法 ２

●知的・発達障害研究法 ２
●知的・発達障害教育実践研究 ２

●知的・発達障害発展演習 ２

４
発達障害の心理・生理・病理 ２児童精神医学 ２
発達障害支援法 ２

７

上記科目の他，学生の自主的学習プログラムに基づき選択により履修するものとする。
（対象科目）①専攻履修基準（他専攻を含む）に掲げる授業科目

②別表「研究発展科目対象科目一覧」に掲げる授業科目
③全学連携により開設する科目又は他の校等で開設する授業科目

研究発展科目
（全学連携科目を含む）

４●卒業研究 ４卒 業 研 究
１３４総 単 位 数

・「●」の付いている科目は必修科目である。
・同一科目名の後のローマ数字は履修段階を示し，その順序に従って履修しなければならない科目である。（例「～Ⅰ」を履修した後に，「～Ⅱ」を履修することが
できる。）
・ローマ数字の後に「＊」が付いている科目は，その順序に従わなくても履修できる科目である。（例「～Ⅰ」を履修せずに，「～Ⅱ」を履修することができる。）
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単位数科 目 名科 目 区 分 ４ 年３ 年２ 年１ 年
２６「教養科目履修基準」参照教 養 科 目

97

2
●初等国語 ２

教科に関する専門
科目（小）

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教

職

課

程

コ

ア

科

目

専

門

科

目

20

4●国語表現 ２

教科に関する専門
科目（中）

●日本語学概論Ⅰ ２

16

日本語学講読Ⅰ＊ ２
日本語学講読Ⅱ＊ ２
古典文学講読Ⅰ＊ ２
古典文学講読Ⅱ＊ ２
近代文学講読Ⅰ＊ ２
近代文学講読Ⅱ＊ ２
漢文学講読Ⅰ＊ ２
漢文学講読Ⅱ＊ ２

4●日本文学概論Ⅰ（文学史を含む）＊ ２
●日本文学概論Ⅱ＊ ２

2●漢文学概論Ⅰ＊ ２
漢文学概論Ⅱ＊ ２

2●書法Ⅰ＊ ２
書法Ⅱ ２

2
●初等国語科教育法 ２

教科指導科目（小）

8
●中等国語科教育法Ⅳ＊ ２●中等国語科教育法Ⅱ＊ ２●中等国語科教育法Ⅰ＊ ２

教科指導科目（中） 中等書道科教育法Ⅱ ２●中等国語科教育法Ⅲ＊ ２
中等書道科教育法Ⅰ ２

10
●特別支援教育 ２●教職論 ２教育の基礎的理解に

関する科目 ●教育の制度・経営と社会 ２●教育の基礎と理念 ２
●発達と学習 ２

10

●道徳の理論と指導法 ２●教育課程と教育方法（ＩＣＴ活用含む） ２
道徳・生徒指導等に
関する科目

●特別活動・総合的な学習の●生徒指導・進路指導の理論と方法 ２
時間の理論と指導法 ２●教育相談の理論と方法 ２
情報教育実践論 ２
次世代型学習デザイン論 ２

15

教育実習（中等）Ⅱ＊ ２●教育実習事前事後指導 １●学校教育の実践と省察Ⅱ ２●学校教育の実践と省察Ⅰ ２

実践・省察科目

教育実習（初等）Ⅲ＊ ２●教育実習（初等）Ⅰ ４
特別支援教育実習 ３●学校教育の実践と省察Ⅲ ２
学校教育の実践と省察（発展） ２

●介護等体験実習 ２
●教職実践演習（幼・小・中・高）２
へき地校体験実習Ⅱ ２へき地校体験実習Ⅰ ２

30

8
※2

●日本語学研究法 ２

書

道

以

外

専

攻

科

目

●古典文学研究法 ２
●近代文学研究法 ２
●漢文学研究法 ２

2国語科教育学講読Ⅰ＊ ２
国語科教育学講読Ⅱ＊ ２

12

日本語学演習Ⅰ＊ ２
日本語学演習Ⅱ＊ ２
古典文学演習Ⅰ ２
古典文学演習Ⅱ ２
近代文学演習Ⅰ＊ ２
近代文学演習Ⅱ＊ ２
漢文学演習Ⅰ ２
漢文学演習Ⅱ ２

2国語科教育学演習Ⅰ＊ ２
国語科教育学演習Ⅱ＊ ２

2
２日本語学特講
２古典文学特講
２近代文学特講
２漢文学特講

28

※2
２楷 書 Ⅰ ＊

書

道

２楷 書 Ⅱ ＊
２楷 書 Ⅲ ＊

※2
２か な Ⅰ ＊
２か な Ⅱ ＊
２か な Ⅲ ＊

※2
２行 書 Ⅰ ＊
２行 書 Ⅱ ＊
２行 書 Ⅲ ＊
２草 書 Ⅰ ＊
２草 書 Ⅱ ＊
２草 書 Ⅲ ＊
２篆 書 Ⅰ ＊
２篆 書 Ⅱ ＊
２篆 書 Ⅲ ＊
２隷 書 Ⅰ ＊
２隷 書 Ⅱ ＊
２隷 書 Ⅲ ＊

※2２創 作 Ⅰ （ 漢 字 ） ＊
２創作Ⅱ（漢字かな交じり文）＊

2２日 本 書 道 史
２中 国 書 道 史

2２文 字 学
2２書 論

２鑑 賞

7
上記科目の他，学生の自主的学習プログラムに基づき選択により履修するものとする。
（対象科目）①専攻履修基準（他専攻を含む）に掲げる授業科目

②別表「研究発展科目対象科目一覧」に掲げる授業科目
③全学連携により開設する科目又は他の校等で開設する授業科目

研究発展科目
（全学連携科目を含む）

4●卒業研究 ４卒 業 研 究
134総 単 位 数

Ⅲ－２ 国語教育専攻履修基準（中学校教諭免許対応）

・「●」の付いている科目は必修科目である。
・同一科目名の後のローマ数字は履修段階を示し，その順序に従って履修しなければならない科目である。（例「～Ⅰ」を履修した後に，「～Ⅱ」を履修することが
できる。）
・ローマ数字の後に「＊」が付いている科目は，その順序に従わなくても履修できる科目である。（例「～Ⅰ」を履修せずに，「～Ⅱ」を履修することができる。）
・書道の学生については，専門科目のうち※が付いている単位数を必ず修得すると同時に（計１０単位），残りの２０単位を専攻科目の「書道」の区分（「楷書Ⅰ＊」か
ら「鑑賞」までの範囲） から修得すること。
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Ⅲ－２ 国語教育専攻履修基準（小学校教諭免許対応）

・「●」の付いている科目は必修科目である。
・同一科目名の後のローマ数字は履修段階を示し，その順序に従って履修しなければならない科目である。（例「～Ⅰ」を履修した後に，「～Ⅱ」を履修することが
できる。）
・ローマ数字の後に「＊」が付いている科目は，その順序に従わなくても履修できる科目である。（例「～Ⅰ」を履修せずに，「～Ⅱ」を履修することができる。）

単位数科 目 名科 目 区 分 ４ 年３ 年２ 年１ 年
２６「教養科目履修基準」参照教 養 科 目

97

20

●初等国語 ２

教科に関する専門
科目（小）

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教

職

課

程

コ

ア

科

目

専

門

科

目

●初等社会 ２
●初等算数 ２
●初等生活 ２

●初等理科 ２
●初等音楽 ２
●初等図画工作 ２
●初等家庭 ２
●初等体育 ２
●初等英語 ２

12

4●国語表現 ２

教科に関する専門
科目（中）

●日本語学概論Ⅰ ２

2

日本語学講読Ⅰ＊ ２
日本語学講読Ⅱ＊ ２
古典文学講読Ⅰ＊ ２
古典文学講読Ⅱ＊ ２
近代文学講読Ⅰ＊ ２
近代文学講読Ⅱ＊ ２
漢文学講読Ⅰ＊ ２
漢文学講読Ⅱ＊ ２

2日本文学概論Ⅰ（文学史を含む）＊ ２
日本文学概論Ⅱ＊ ２

2漢文学概論Ⅰ＊ ２
漢文学概論Ⅱ＊ ２

2書法Ⅰ＊ ２
書法Ⅱ＊ ２

20

●初等国語科教育法 ２

教科指導科目（小）

●初等社会科教育法 ２
●初等算数科教育法 ２
●初等理科教育法 ２
●初等生活科教育法 ２
●初等英語科教育法 ２

●初等音楽科教育法 ２
●初等図画工作科教育法 ２
●初等家庭科教育法 ２
●初等体育科教育法 ２

2
中等国語科教育法Ⅳ＊ ２中等国語科教育法Ⅱ＊ ２●中等国語科教育法Ⅰ＊ ２

教科指導科目（中） 中等書道科教育法Ⅱ ２中等国語科教育法Ⅲ＊ ２
中等書道科教育法Ⅰ ２

10
●特別支援教育 ２●教職論 ２

教育の基礎的理解に
関する科目 ●教育の制度・経営と社会 ２●教育の基礎と理念 ２

●発達と学習 ２

10

●道徳の理論と指導法 ２●教育課程と教育方法（ＩＣＴ活用含む）２

道徳・生徒指導等に
関する科目

●特別活動・総合的な学習の●生徒指導・進路指導の理論と方法 ２
時間の理論と指導法 ２●教育相談の理論と方法 ２
情報教育実践論 ２
次世代型学習デザイン論 ２

15

教育実習（中等）Ⅱ＊ ２●教育実習事前事後指導 １●学校教育の実践と省察Ⅱ ２●学校教育の実践と省察Ⅰ ２

実践・省察科目

教育実習（初等）Ⅲ＊ ２●教育実習（初等）Ⅰ ４
特別支援教育実習 ３●学校教育の実践と省察Ⅲ ２
学校教育の実践と省察（発展） ２
●介護等体験実習 ２
●教職実践演習（幼・小・中・高）２
へき地校体験実習Ⅱ ２へき地校体験実習Ⅰ ２

8

日本語学研究法 ２

書

道

以

外専

攻

科

目

古典文学研究法 ２
近代文学研究法 ２
漢文学研究法 ２

2国語科教育学講読Ⅰ＊ ２
国語科教育学講読Ⅱ＊ ２

日本語学演習Ⅰ＊ ２
日本語学演習Ⅱ＊ ２
古典文学演習Ⅰ ２
古典文学演習Ⅱ ２
近代文学演習Ⅰ＊ ２
近代文学演習Ⅱ＊ ２
漢文学演習Ⅰ ２
漢文学演習Ⅱ ２

2国語科教育学演習Ⅰ＊ ２
国語科教育学演習Ⅱ＊ ２

日本語学特講 ２
古典文学特講 ２
近代文学特講 ２
漢文学特講 ２

8

２楷 書 Ⅰ ＊

書

道

２楷 書 Ⅱ ＊
２楷 書 Ⅲ ＊
２か な Ⅰ ＊
２か な Ⅱ ＊
２か な Ⅲ ＊
２行 書 Ⅰ ＊
２行 書 Ⅱ ＊
２行 書 Ⅲ ＊
２草 書 Ⅰ ＊
２草 書 Ⅱ ＊
２草 書 Ⅲ ＊
２篆 書 Ⅰ ＊
２篆 書 Ⅱ ＊
２篆 書 Ⅲ ＊
２隷 書 Ⅰ ＊
２隷 書 Ⅱ ＊
２隷 書 Ⅲ ＊
２創 作 Ⅰ （ 漢 字 ） ＊
２創作Ⅱ（漢字かな交じり文）＊
２日 本 書 道 史
２中 国 書 道 史
２文 字 学
２書 論
２鑑 賞

7

上記科目の他，学生の自主的学習プログラムに基づき選択により履修するものとする。
（対象科目）①専攻履修基準（他専攻を含む）に掲げる授業科目

②別表「研究発展科目対象科目一覧」に掲げる授業科目
③全学連携により開設する科目又は他の校等で開設する授業科目

研究発展科目
（全学連携科目を含む）

4●卒業研究 ４卒 業 研 究
134総 単 位 数
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Ⅲ－３ 英語教育専攻履修基準（中学校教諭免許対応）

・「●」の付いている科目は必修科目である。
・同一科目名の後のローマ数字は履修段階を示し，その順序に従って履修しなければならない科目である。（例「～Ⅰ」を履修した後に，「～Ⅱ」を履修することが
できる。）
・ローマ数字の後に「＊」が付いている科目は，その順序に従わなくても履修できる科目である。（例「～Ⅰ」を履修せずに，「～Ⅱ」を履修することができる。）

単位数
科 目 名

科 目 区 分
４ 年３ 年２ 年１ 年

２６「教養科目履修基準」参照教 養 科 目

97

2

●初等英語 ２
教科に関する
専門科目（小）

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教

職

課

程

コ

ア

科

目

専

門

科

目

20

●英語学概論Ⅰ ２

教科に関する
専門科目（中）

●英語学概論Ⅱ ２
英語学演習Ⅰ ２

●英語文学概論Ⅰ ２
●英語文学概論Ⅱ ２

英語文学演習Ⅰ ２
英語コミュニケーションⅡ ２●英語コミュニケーションⅠ ２

アカデミック・ライティングⅠ ２
アカデミック・ライティングⅡ ２

●異文化理解Ⅰ ２

異文化理解Ⅱ ２
英語教育学概論 ２

2
●初等英語科教育法 ２教科指導科目

（小）

8
●中等英語科教育法Ⅳ ２●中等英語科教育法Ⅱ ２●中等英語科教育法Ⅰ ２教科指導科目

（中） ●中等英語科教育法Ⅲ ２

10
●特別支援教育 ２●教職論 ２

教育の基礎的理
解に関する科目 ●教育の制度・経営と社会 ２●教育の基礎と理念 ２

●発達と学習 ２

10

●道徳の理論と指導法 ２●教育課程と教育方法（ＩＣＴ活用含む） ２

道徳・生徒指導
等に関する科目

●特別活動・総合的な学習の●生徒指導・進路指導の理論と方法 ２
時間の理論と指導法 ２●教育相談の理論と方法 ２
情報教育実践論 ２
次世代型学習デザイン論 ２

15

教育実習（中等）Ⅱ＊ ２●教育実習事前事後指導 １●学校教育の実践と省察Ⅱ ２●学校教育の実践と省察Ⅰ ２

実践・省察科目

教育実習（初等）Ⅲ＊ ２●教育実習（初等）Ⅰ ４
特別支援教育実習 ３●学校教育の実践と省察Ⅲ ２
学校教育の実践と省察（発展） ２
●介護等体験実習 ２
●教職実践演習（幼・小・中・高）２
へき地校体験実習Ⅱ ２へき地校体験実習Ⅰ ２

30

２英語学演習

専

攻

科

目

２英語学演習Ⅲ＊
２●英語学特講Ⅱ●英語学特講Ⅰ ２
２英語学特講Ⅲ＊
２英語文学演習Ⅱ＊
２英語文学演習Ⅲ＊
２英語文学演習Ⅳ＊
２●英語文学特講Ⅱ●英語文学特講Ⅰ ２
２英語文学特講Ⅲ
２●英語教育学演習Ⅰ
２●英語教育学演習Ⅱ
２英語教育学演習Ⅲ
２●英語コミュニケーション学演習Ⅰ
２英語コミュニケーション学演習Ⅱ
２英語コミュニケーション学演習Ⅲ
２英語コミュニケーション学演習Ⅳ
２●英語コミュニケーション学特講Ⅱ●英語コミュニケーション学特講Ⅰ ２
２英語コミュニケーション学特講Ⅲ
２英語コミュニケーション学特講Ⅳ
２●EnglishTeachingMethodologies
２●EnglishPresentation
２●EnglishThroughMedia

2

英語学特別研究 ２
英語文学特別研究 ２
英語教育学特別研究 ２
英語コミュニケーション学特別研究 ２

7

海外語学文化研修 ２

研究発展科目
（全学連携科目を含む）

上記科目の他，学生の自主的学習プログラムに基づき選択により履修するものとする。
（対象科目）①専攻履修基準（他専攻を含む）に掲げる授業科目

②別表「研究発展科目対象科目一覧」に掲げる授業科目
③全学連携により開設する科目又は他の校等で開設する授業科目

4●卒業研究 ４卒 業 研 究
134総 単 位 数
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Ⅲ－３ 英語教育専攻履修基準（小学校教諭免許対応）

単位数科 目 名科 目 区 分 ４ 年３ 年２ 年１ 年
２６「教養科目履修基準」参照教 養 科 目

97

20

●初等国語 ２

教科に関する
専門科目（小）

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教

職

課

程

コ

ア

科

目

専

門

科

目

●初等社会 ２
●初等算数 ２
●初等生活 ２

●初等理科 ２
●初等音楽 ２
●初等図画工作 ２
●初等家庭 ２
●初等体育 ２
●初等英語 ２

12

●英語学概論Ⅰ ２

教科に関する
専門科目（中）

英語学概論Ⅱ ２
英語学演習Ⅰ ２

●英語文学概論Ⅰ ２
英語文学概論Ⅱ ２

英語文学演習Ⅰ ２
英語コミュニケーションⅡ ２●英語コミュニケーションⅠ ２

アカデミック・ライティングⅠ ２
アカデミック・ライティングⅡ ２

●異文化理解Ⅰ ２
異文化理解Ⅱ ２

英語教育学概論 ２

20

●初等国語科教育法 ２

教科指導科目
（小）

●初等社会科教育法 ２
●初等算数科教育法 ２
●初等理科教育法 ２
●初等生活科教育法 ２
●初等英語科教育法 ２

●初等音楽科教育法 ２
●初等図画工作科教育法 ２
●初等家庭科教育法 ２
●初等体育科教育法 ２

2
中等英語科教育法Ⅳ ２中等英語科教育法Ⅱ ２●中等英語科教育法Ⅰ ２教科指導科目

（中） 中等英語科教育法Ⅲ ２

10
●特別支援教育 ２●教職論 ２教育の基礎的理

解に関する科目 ●教育の制度・経営と社会 ２●教育の基礎と理念 ２
●発達と学習 ２

10

●道徳の理論と指導法 ２●教育課程と教育方法（ＩＣＴ活用含む） ２

道徳・生徒指導
等に関する科目

●特別活動・総合的な学習の●生徒指導・進路指導の理論と方法 ２
時間の理論と指導法 ２●教育相談の理論と方法 ２
情報教育実践論 ２
次世代型学習デザイン論 ２

15

教育実習（中等）Ⅱ＊ ２●教育実習事前事後指導 １●学校教育の実践と省察Ⅱ ２●学校教育の実践と省察Ⅰ ２

実践・省察科目

教育実習（初等）Ⅲ＊ ２●教育実習（初等）Ⅰ ４
特別支援教育実習 ３●学校教育の実践と省察Ⅲ ２
学校教育の実践と省察（発展） ２
●介護等体験実習 ２
●教職実践演習（幼・小・中・高） ２
へき地校体験実習Ⅱ ２へき地校体験実習Ⅰ ２

8

２英語学演習Ⅱ

専

攻

科

目

２英語学演習Ⅲ＊
２英語学特講Ⅱ英語学特講Ⅰ ２
２英語学特講Ⅲ＊
２英語文学演習Ⅱ＊
２英語文学演習Ⅲ＊
３英語文学演習Ⅳ＊
２英語文学特講Ⅱ英語文学特講Ⅰ ２
２英語文学特講Ⅲ
２英語教育学演習Ⅰ
２英語教育学演習Ⅱ
２英語教育学演習Ⅲ
２英語コミュニケーション学演習Ⅰ
２英語コミュニケーション学演習Ⅱ
２英語コミュニケーション学演習Ⅲ
２英語コミュニケーション学演習Ⅳ
２英語コミュニケーション学特講Ⅱ英語コミュニケーション学特講Ⅰ ２
２英語コミュニケーション学特講Ⅲ
２英語コミュニケーション学特講Ⅳ
２●EnglishTeachingMethodologies
２●EnglishPresentation
２●EnglishThroughMedia

2

英語学特別研究 ２
英語文学特別研究 ２
英語教育学特別研究 ２
英語コミュニケーション学特別研究 ２

7

海外語学文化研修 ２

研究発展科目
（全学連携科目を含む）

上記科目の他，学生の自主的学習プログラムに基づき選択により履修するものとする。
（対象科目）①専攻履修基準（他専攻を含む）に掲げる授業科目

②別表「研究発展科目対象科目一覧」に掲げる授業科目
③全学連携により開設する科目又は他の校等で開設する授業科目

4●卒業研究 ４卒 業 研 究
134総 単 位 数

・「●」の付いている科目は必修科目である。
・同一科目名の後のローマ数字は履修段階を示し，その順序に従って履修しなければならない科目である。（例「～Ⅰ」を履修した後に，「～Ⅱ」を履修することが
できる。）
・ローマ数字の後に「＊」が付いている科目は，その順序に従わなくても履修できる科目である。（例「～Ⅰ」を履修せずに，「～Ⅱ」を履修することができる。）
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Ⅲ－４ 社会科教育専攻履修基準（中学校教諭免許対応）

・「●」の付いている科目は必修科目である。
・同一科目名の後のローマ数字は履修段階を示し，その順序に従って履修しなければならない科目である。（例「～Ⅰ」を履修した後に，「～Ⅱ」を履修することが
できる。）
・ローマ数字の後に「＊」が付いている科目は，その順序に従わなくても履修できる科目である。（例「～Ⅰ」を履修せずに，「～Ⅱ」を履修することができる。）

単位数
科 目 名

科 目 区 分
４ 年３ 年２ 年１ 年

２６「教養科目履修基準」参照教 養 科 目

97

2
●初等社会 ２

教科に関する
専門科目（小）

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教

職

課

程

コ

ア

科

目

専

門

科

目

20

4
●日本史概論 ２

教科に関する
専門科目（中）

●外国史概論 ２

6
●地理学概論 ２
●地誌学 ２
●自然地理学 ２

4
●法律学概論 ２
●政治学概論 ２

4
●経済学概論 ２
●社会学概論 ２

2●倫理学概論 ２

2
●初等社会科教育法 ２教科指導科目

（小）

8
●中等社会科教育法Ⅲ ２●中等社会科教育法Ⅰ ２教科指導科目

（中） ●中等社会科教育法Ⅳ ２●中等社会科教育法Ⅱ ２

10
●特別支援教育 ２●教職論 ２

教育の基礎的理
解に関する科目 ●教育の制度・経営と社会 ２●教育の基礎と理念 ２

●発達と学習 ２

10

●道徳の理論と指導法 ２●教育課程と教育方法（ＩＣＴ活用含む） ２

道徳・生徒指導
等に関する科目

●特別活動・総合的な学習の●生徒指導・進路指導の理論と方法 ２
時間の理論と指導法 ２●教育相談の理論と方法 ２
情報教育実践論 ２
次世代型学習デザイン論 ２

15

教育実習（中等）Ⅱ＊ ２●教育実習事前事後指導 １●学校教育の実践と省察Ⅱ ２●学校教育の実践と省察Ⅰ ２

実践・省察科目

教育実習（初等）Ⅲ＊ ２●教育実習（初等）Ⅰ ４
特別支援教育実習 ３●学校教育の実践と省察Ⅲ ２
学校教育の実践と省察（発展） ２
●介護等体験実習 ２
●教職実践演習（幼・小・中・高） ２
へき地校体験実習Ⅱ ２へき地校体験実習Ⅰ ２

30

2
社会科教材開発研究Ⅰ＊ ２

専

攻

科

目

社会科教材開発研究Ⅱ＊ ２

12

社会調査論 ２
日本史特講Ⅰ＊ ２
日本史特講Ⅱ＊ ２
外国史特講Ⅰ＊ ２
外国史特講Ⅱ＊ ２
地理学特講 ２
法律学特講 ２
政治学特講Ⅰ＊ ２
政治学特講Ⅱ＊ ２
社会学特講 ２
経済学特講 ２
倫理学特講Ⅰ＊ ２
倫理学特講Ⅱ＊ ２

社会調査実習Ⅰ ２
社会調査実習Ⅱ ２

16

社会科教育演習Ⅰ＊ ２
社会科教育演習Ⅱ＊ ２
社会科教育演習Ⅲ＊ ２
社会科教育演習Ⅳ＊ ２
社会科教育演習Ⅴ＊ ２
社会科教育演習Ⅵ＊ ２
社会科教育演習Ⅶ＊ ２
社会科教育演習Ⅷ＊ ２
地理学実習Ⅰ＊ ２
地理学実習Ⅱ＊ ２
日本史演習Ⅰ＊ ２
日本史演習Ⅱ＊ ２
日本史演習Ⅲ＊ ２
日本史演習Ⅳ＊ ２
外国史演習Ⅰ＊ ２
外国史演習Ⅱ＊ ２
外国史演習Ⅲ＊ ２
外国史演習Ⅳ＊ ２
法律学演習Ⅰ＊ ２
法律学演習Ⅱ＊ ２
法律学演習Ⅲ＊ ２
法律学演習Ⅳ＊ ２
政治学演習Ⅰ＊ ２
政治学演習Ⅱ＊ ２
政治学演習Ⅲ＊ ２
政治学演習Ⅳ＊ ２
社会学演習Ⅰ＊ ２
社会学演習Ⅱ＊ ２
社会学演習Ⅲ＊ ２
社会学演習Ⅳ＊ ２
経済学演習Ⅰ＊ ２
経済学演習Ⅱ＊ ２
経済学演習Ⅲ＊ ２
経済学演習Ⅳ＊ ２
倫理学演習Ⅰ＊ ２
倫理学演習Ⅱ＊ ２
倫理学演習Ⅲ＊ ２
倫理学演習Ⅳ＊ ２

7

上記科目の他，学生の自主的学習プログラムに基づき選択により履修するものとする。
（対象科目）①専攻履修基準（他専攻を含む）に掲げる授業科目

②別表「研究発展科目対象科目一覧」に掲げる授業科目
③全学連携により開設する科目又は他の校等で開設する授業科目

研究発展科目
（全学連携科目を含む）

4●卒業研究 ４卒 業 研 究
134総 単 位 数
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単位数科 目 名科 目 区 分 ４ 年３ 年２ 年１ 年
２６「教養科目履修基準」参照教 養 科 目

９９

２０

●初等国語 ２

教科に関する
専門科目（小）

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教

職

課

程

コ

ア

科

目

専

門

科

目

●初等社会 ２
●初等算数 ２
●初等生活 ２

●初等理科 ２
●初等音楽 ２
●初等図画工作 ２
●初等家庭 ２
●初等体育 ２
●初等英語 ２

１２

４●日本史概論 ２

教科に関する
専門科目（中）

●外国史概論 ２

２
●地理学概論 ２
地誌学 ２
自然地理学 ２

２法律学概論 ２
政治学概論 ２

２経済学概論 ２
社会学概論 ２

２●倫理学概論 ２

２０

●初等国語科教育法 ２

教科指導科目
（小）

●初等社会科教育法 ２
●初等算数科教育法 ２
●初等理科教育法 ２
●初等生活科教育法 ２
●初等英語科教育法 ２

●初等音楽科教育法 ２
●初等図画工作科教育法 ２
●初等家庭科教育法 ２
●初等体育科教育法 ２

４●中等社会科教育法Ⅲ＊ ２●中等社会科教育法Ⅰ＊ ２教科指導科目
（中） 中等社会科教育法Ⅳ＊ ２中等社会科教育法Ⅱ＊ ２

１０
●特別支援教育 ２●教職論 ２教育の基礎的理

解に関する科目 ●教育の制度・経営と社会 ２●教育の基礎と理念 ２
●発達と学習 ２

１０

●道徳の理論と指導法 ２●教育課程と教育方法（ＩＣＴ活用含む） ２

道徳・生徒指導
等に関する科目

●特別活動・総合的な学習の●生徒指導・進路指導の理論と方法 ２
時間の理論と指導法 ２●教育相談の理論と方法 ２
情報教育実践論 ２
次世代型学習デザイン論 ２

１５

教育実習（中等）Ⅱ＊ ２●教育実習事前事後指導 １●学校教育の実践と省察Ⅱ ２●学校教育の実践と省察Ⅰ ２

実践・省察科目

教育実習（初等）Ⅲ＊ ２●教育実習（初等）Ⅰ ４
特別支援教育実習 ３●学校教育の実践と省察Ⅲ ２
学校教育の実践と省察（発展） ２
●介護等体験実習 ２
●教職実践演習（幼・小・中・高） ２
へき地校体験実習Ⅱ ２へき地校体験実習Ⅰ ２

８

社会科教材開発研究Ⅰ＊ ２

専

攻

科

目

社会科教材開発研究Ⅱ＊ ２
社会調査論 ２

日本史特講Ⅰ＊ ２
日本史特講Ⅱ＊ ２
外国史特講Ⅰ＊ ２
外国史特講Ⅱ＊ ２
地理学特講 ２
法律学特講 ２
政治学特講Ⅰ＊ ２
政治学特講Ⅱ＊ ２
社会学特講 ２
経済学特講 ２
倫理学特講Ⅰ＊ ２
倫理学特講Ⅱ＊ ２

社会調査実習Ⅰ ２
社会調査実習Ⅱ ２

社会科教育演習Ⅰ＊ ２
社会科教育演習Ⅱ＊ ２
社会科教育演習Ⅲ＊ ２
社会科教育演習Ⅳ＊ ２
社会科教育演習Ⅴ＊ ２
社会科教育演習Ⅵ＊ ２
社会科教育演習Ⅶ＊ ２
社会科教育演習Ⅷ＊ ２
地理学実習Ⅰ＊ ２
地理学実習Ⅱ＊ ２
日本史演習Ⅰ＊ ２
日本史演習Ⅱ＊ ２
日本史演習Ⅲ＊ ２
日本史演習Ⅳ＊ ２
外国史演習Ⅰ＊ ２
外国史演習Ⅱ＊ ２
外国史演習Ⅲ＊ ２
外国史演習Ⅳ＊ ２
法律学演習Ⅰ＊ ２
法律学演習Ⅱ＊ ２
法律学演習Ⅲ＊ ２
法律学演習Ⅳ＊ ２
政治学演習Ⅰ＊ ２
政治学演習Ⅱ＊ ２
政治学演習Ⅲ＊ ２
政治学演習Ⅳ＊ ２
社会学演習Ⅰ＊ ２
社会学演習Ⅱ＊ ２
社会学演習Ⅲ＊ ２
社会学演習Ⅳ＊ ２
経済学演習Ⅰ＊ ２
経済学演習Ⅱ＊ ２
経済学演習Ⅲ＊ ２
経済学演習Ⅳ＊ ２
倫理学演習Ⅰ＊ ２
倫理学演習Ⅱ＊ ２
倫理学演習Ⅲ＊ ２
倫理学演習Ⅳ＊ ２

５

上記科目の他，学生の自主的学習プログラムに基づき選択により履修するものとする。
（対象科目）①専攻履修基準（他専攻を含む）に掲げる授業科目

②別表「研究発展科目対象科目一覧」に掲げる授業科目
③全学連携により開設する科目又は他の校等で開設する授業科目

研究発展科目
（全学連携科目を含む）

４●卒業研究 ４卒 業 研 究
１３４総 単 位 数

Ⅲ－４ 社会科教育専攻履修基準（小学校教諭免許対応）

・「●」の付いている科目は必修科目である。
・同一科目名の後のローマ数字は履修段階を示し，その順序に従って履修しなければならない科目である。（例「～Ⅰ」を履修した後に，「～Ⅱ」を履修することが
できる。）
・ローマ数字の後に「＊」が付いている科目は，その順序に従わなくても履修できる科目である。（例「～Ⅰ」を履修せずに，「～Ⅱ」を履修することができる。）
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Ⅲ－５ 数学教育専攻履修基準（中学校教諭免許対応）

単位数
科 目 名

科 目 区 分
４ 年３ 年２ 年１ 年

２６「教養科目履修基準」参照教 養 科 目

９５

２

●初等算数 ２

教科に関する
専門科目（小）

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教

職

課

程

コ

ア

科

目

専

門

科

目

２０

●代数学Ⅰ＊ ２

教科に関する
専門科目（中）

●幾何学Ⅰ＊ ２
●解析学Ⅰ＊ ２

●確率・統計Ⅰ＊ ２
●コンピュータⅠ＊ ２
●代数学Ⅱ＊ ２
代数学Ⅲ＊ ２
●幾何学Ⅱ＊ ２
幾何学Ⅲ＊ ２
●解析学Ⅱ＊ ２
解析学Ⅲ＊ ２

２
●初等算数科教育法 ２教科指導科目

（小）

８
●中等数学科教育法Ⅳ ２●中等数学科教育法Ⅱ ２●中等数学科教育法Ⅰ ２教科指導科目

（中） ●中等数学科教育法Ⅲ ２

１０
●特別支援教育 ２●教職論 ２

教育の基礎的理
解に関する科目 ●教育の制度・経営と社会 ２●教育の基礎と理念 ２

●発達と学習 ２

１０

●道徳の理論と指導法 ２●教育課程と教育方法（ＩＣＴ活用含む） ２

道徳・生徒指導
等に関する科目

●特別活動・総合的な学習の●生徒指導・進路指導の理論と方法 ２
時間の理論と指導法 ２●教育相談の理論と方法 ２
情報教育実践論 ２
次世代型学習デザイン論 ２

１５

教育実習（中等）Ⅱ＊ ２●教育実習事前事後指導 １●学校教育の実践と省察Ⅱ ２●学校教育の実践と省察Ⅰ ２

実践・省察科目

教育実習（初等）Ⅲ＊ ２●教育実習（初等）Ⅰ ４
特別支援教育実習 ３●学校教育の実践と省察Ⅲ ２
学校教育の実践と省察（発展) ２

●介護等体験実習 ２
●教職実践演習（幼・小・中・高） ２
へき地校体験実習Ⅱ ２へき地校体験実習Ⅰ ２

２８

確率・統計Ⅱ＊ ２●数学入門（集合と論理） ２

専

攻

科

目

●数学入門（代数学） ２
●数学入門（解析学） ２
●数学教育入門 ２

コンピュータⅡ＊ ２
代数学Ⅳ＊ ２
代数学Ⅴ＊ ２
幾何学Ⅳ＊ ２
幾何学Ⅴ＊ ２
解析学Ⅳ＊ ２
解析学Ⅴ＊ ２
数学発展 ２
応用数学Ⅰ＊ ２
応用数学Ⅱ＊ ２
数学教育学 ２
数学史 ２
数学科教材開発研究 ２

数学科カリキュラム構成論 ２

９

上記科目の他，学生の自主的学習プログラムに基づき選択により履修するものとする。
（対象科目）①専攻履修基準（他専攻を含む）に掲げる授業科目

②別表「研究発展科目対象科目一覧」に掲げる授業科目
③全学連携により開設する科目又は他の校等で開設する授業科目

研究発展科目
（全学連携科目を含む）

４●卒業研究 ４卒 業 研 究
１３４総 単 位 数

・「●」の付いている科目は必修科目である。
・同一科目名の後のローマ数字は履修段階を示し，その順序に従って履修しなければならない科目である。（例「～Ⅰ」を履修した後に，「～Ⅱ」を履修することが
できる。）
・ローマ数字の後に「＊」が付いている科目は，その順序に従わなくても履修できる科目である。（例「～Ⅰ」を履修せずに，「～Ⅱ」を履修することができる。）
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Ⅲ－５ 数学教育専攻履修基準（小学校教諭免許対応）

単位数
科 目 名

科 目 区 分
４ 年３ 年２ 年１ 年

２６「教養科目履修基準」参照教 養 科 目

97

20

●初等国語 ２

教科に関する
専門科目（小）

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教

職

課

程

コ

ア

科

目

専

門

科

目

●初等社会 ２
●初等算数 ２
●初等生活 ２

●初等理科 ２
●初等音楽 ２
●初等図画工作 ２
●初等家庭 ２
●初等体育 ２
●初等英語 ２

12

●代数学Ⅰ＊ ２

教科に関する
専門科目（中）

●幾何学Ⅰ＊ ２
●解析学Ⅰ＊ ２

●確率・統計Ⅰ＊ ２
●コンピュータⅠ＊ ２
代数学Ⅱ＊ ２
代数学Ⅲ＊ ２
幾何学Ⅱ＊ ２
幾何学Ⅲ＊ ２
解析学Ⅱ＊ ２
解析学Ⅲ＊ ２

20

●初等国語科教育法 ２

教科指導科目
（小）

●初等社会科教育法 ２
●初等算数科教育法 ２
●初等理科教育法 ２
●初等生活科教育法 ２
●初等英語科教育法 ２

●初等音楽科教育法 ２
●初等図画工作科教育法 ２
●初等家庭科教育法 ２
●初等体育科教育法 ２

2
中等数学科教育法Ⅳ ２中等数学科教育法Ⅱ ２●中等数学科教育法Ⅰ ２教科指導科目

（中） 中等数学科教育法Ⅲ ２

10
●特別支援教育 ２●教職論 ２

教育の基礎的理
解に関する科目 ●教育の制度・経営と社会 ２●教育の基礎と理念 ２

●発達と学習 ２

10

●道徳の理論と指導法 ２●教育課程と教育方法（ＩＣＴ活用含む） ２

道徳・生徒指導
等に関する科目

●特別活動・総合的な学習の●生徒指導・進路指導の理論と方法 ２
時間の理論と指導法 ２●教育相談の理論と方法 ２
情報教育実践論 ２
次世代型学習デザイン論 ２

15

教育実習（中等）Ⅱ＊ ２●教育実習事前事後指導 １●学校教育の実践と省察Ⅱ ２●学校教育の実践と省察Ⅰ ２

実践・省察科目

教育実習（初等）Ⅲ＊ ２●教育実習（初等）Ⅰ ４
特別支援教育実習 ３●学校教育の実践と省察Ⅲ ２
学校教育の実践と省察（発展) ２

●介護等体験実習 ２
●教職実践演習（幼・小・中・高） ２
へき地校体験実習Ⅱ ２へき地校体験実習Ⅰ ２

8

確率・統計Ⅱ＊ ２●数学入門（集合と論理） ２

専

攻

科

目

数学入門（代数学） ２
数学入門（解析学） ２
●数学教育入門 ２

コンピュータⅡ＊ ２
代数学Ⅳ＊ ２
代数学Ⅴ＊ ２
幾何学Ⅳ＊ ２
幾何学Ⅴ＊ ２
解析学Ⅳ＊ ２
解析学Ⅴ＊ ２
数学発展 ２
応用数学Ⅰ＊ ２
応用数学Ⅱ＊ ２
数学教育学 ２
数学史 ２
数学科教材開発研究 ２

数学科カリキュラム構成論 ２

7

上記科目の他，学生の自主的学習プログラムに基づき選択により履修するものとする。
（対象科目）①専攻履修基準（他専攻を含む）に掲げる授業科目

②別表「研究発展科目対象科目一覧」に掲げる授業科目
③全学連携により開設する科目又は他の校等で開設する授業科目

研究発展科目
（全学連携科目を含む）

4●卒業研究 ４卒 業 研 究
134総 単 位 数

・「●」の付いている科目は必修科目である。
・同一科目名の後のローマ数字は履修段階を示し，その順序に従って履修しなければならない科目である。（例「～Ⅰ」を履修した後に，「～Ⅱ」を履修することが
できる。）
・ローマ数字の後に「＊」が付いている科目は，その順序に従わなくても履修できる科目である。（例「～Ⅰ」を履修せずに，「～Ⅱ」を履修することができる。）
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Ⅲ－６ 理科教育専攻履修基準（中学校教諭免許対応）

単位数
科 目 名

科 目 区 分
４ 年３ 年２ 年１ 年

26「教養科目履修基準」参照教 養 科 目

97

2

●初等理科 ２
教科に関する
専門科目（小）

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教

職

課

程

コ

ア

科

目

専

門

科

目

20

●物理学概論Ⅰ＊ ２

教科に関する
専門科目（中）

●物理学概論Ⅱ＊ ２
●化学概論Ⅰ＊ ２
●化学概論Ⅱ＊ ２
●生物学概論Ⅰ＊ ２
●生物学概論Ⅱ＊ ２
●地学概論Ⅰ＊ ２
●地学概論Ⅱ＊ ２

●物理学基礎実験 １
●化学基礎実験 １
●生物学基礎実験 １
●地学基礎実験 １

2
●初等理科教育法 ２教科指導科目

（小）

8
●中等理科教育法Ⅳ ２●中等理科教育法Ⅱ ２●中等理科教育法Ⅰ ２教科指導科目

（中） ●中等理科教育法Ⅲ ２

10
●特別支援教育 ２●教職論 ２

教育の基礎的理
解に関する科目 ●教育の制度・経営と社会 ２●教育の基礎と理念 ２

●発達と学習 ２

10

●道徳の理論と指導法 ２●教育課程と教育方法（ＩＣＴ活用含む） ２

道徳・生徒指導
等に関する科目

●特別活動・総合的な学習の●生徒指導・進路指導の理論と方法 ２
時間の理論と指導法 ２●教育相談の理論と方法 ２
情報教育実践論 ２
次世代型学習デザイン論 ２

15

教育実習（中等）Ⅱ＊ ２●教育実習事前事後指導 １●学校教育の実践と省察Ⅱ ２●学校教育の実践と省察Ⅰ ２

実践・省察科目

教育実習（初等）Ⅲ＊ ２●教育実習（初等）Ⅰ ４
特別支援教育実習 ３●学校教育の実践と省察Ⅲ ２
学校教育の実践と省察（発展） ２

●介護等体験実習 ２
●教職実践演習（幼・小・中・高） ２
へき地校体験実習Ⅱ ２へき地校体験実習Ⅰ ２

30

27

●理科教材開発実習 １中学校理科実験Ⅰ＊ １力学 ２

専

攻

科

目

中学校理科実験Ⅱ＊ １電磁気学 ２
●理科教材開発研究 ２動物分類学 ２
熱力学 ２岩石学 ２
植物生態学 ２地学野外実習 １
細胞学 ２生物学野外実習 １
天体物理学 ２無機化学 ２
環境地球科学 ２有機化学 ２
分析化学 ２

理科教育特講Ⅰ＊ ２
理科教育特講Ⅱ＊ ２

2

物理学実験Ⅰ １
物理学実験Ⅱ １
化学実験Ⅰ １
化学実験Ⅱ １
生物学実験Ⅰ １
生物学実験Ⅱ １
地学実験Ⅰ １
地学実験Ⅱ １
理科教育実験Ⅰ １
理科教育実験Ⅱ １

1

物理学演習 １
化学演習 １
生物学演習 １
地学演習 １
理科教育演習 １

7

上記科目の他，学生の自主的学習プログラムに基づき選択により履修するものとする。
（対象科目）①専攻履修基準（他専攻を含む）に掲げる授業科目

②別表「研究発展科目対象科目一覧」に掲げる授業科目
③全学連携により開設する科目又は他の校等で開設する授業科目

研究発展科目
（全学連携科目を含む）

4●卒業研究 ４卒 業 研 究
134総 単 位 数

・「●」の付いている科目は必修科目である。
・同一科目名の後のローマ数字は履修段階を示し，その順序に従って履修しなければならない科目である。（例「～Ⅰ」を履修した後に，「～Ⅱ」を履修することが
できる。）
・ローマ数字の後に「＊」が付いている科目は，その順序に従わなくても履修できる科目である。（例「～Ⅰ」を履修せずに，「～Ⅱ」を履修することができる。）
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Ⅲ－６ 理科教育専攻履修基準（小学校教諭免許対応）

単位数科 目 名科 目 区 分 ４ 年３ 年２ 年１ 年
２６「教養科目履修基準」参照教 養 科 目

97

20

●初等国語 ２

教科に関する
専門科目（小）

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教

職

課

程

コ

ア

科

目

専

門

科

目

●初等社会 ２
●初等算数 ２
●初等生活 ２

●初等理科 ２
●初等音楽 ２
●初等図画工作 ２
●初等家庭 ２
●初等体育 ２
●初等英語 ２

12

●物理学概論Ⅰ＊ ２

教科に関する
専門科目（中）

物理学概論Ⅱ＊ ２
●化学概論Ⅰ＊ ２
化学概論Ⅱ＊ ２
●生物学概論Ⅰ＊ ２
生物学概論Ⅱ＊ ２
●地学概論Ⅰ＊ ２
地学概論Ⅱ＊ ２

●物理学基礎実験 １
●化学基礎実験 １
●生物学基礎実験 １
●地学基礎実験 １

20

●初等国語科教育法 ２

教科指導科目
（小）

●初等社会科教育法 ２
●初等算数科教育法 ２
●初等理科教育法 ２
●初等生活科教育法 ２
●初等英語科教育法 ２

●初等音楽科教育法 ２
●初等図画工作科教育法 ２
●初等家庭科教育法 ２
●初等体育科教育法 ２

2中等理科教育法Ⅳ ２中等理科教育法Ⅱ ２●中等理科教育法Ⅰ ２教科指導科目
（中） 中等理科教育法Ⅲ ２

10
●特別支援教育 ２●教職論 ２教育の基礎的理

解に関する科目 ●教育の制度・経営と社会 ２●教育の基礎と理念 ２
●発達と学習 ２

10

●道徳の理論と指導法 ２●教育課程と教育方法（ＩＣＴ活用含む） ２

道徳・生徒指導
等に関する科目

●特別活動・総合的な学習の●生徒指導・進路指導の理論と方法 ２
時間の理論と指導法 ２●教育相談の理論と方法 ２
情報教育実践論 ２
次世代型学習デザイン論 ２

15

教育実習（中等）Ⅱ＊ ２●教育実習事前事後指導 １●学校教育の実践と省察Ⅱ ２●学校教育の実践と省察Ⅰ ２

実践・省察科目

教育実習（初等）Ⅲ＊ ２●教育実習（初等）Ⅰ ４
特別支援教育実習 ３●学校教育の実践と省察Ⅲ ２
学校教育の実践と省察（発展） ２

●介護等体験実習 ２
●教職実践演習（幼・小・中・高） ２
へき地校体験実習Ⅱ ２へき地校体験実習Ⅰ ２

8

5

●理科教材開発実習 １中学校理科実験Ⅰ＊ １力学 ２

専

攻

科

目

中学校理科実験Ⅱ＊ １電磁気学 ２
●理科教材開発研究 ２動物分類学 ２
熱力学 ２岩石学 ２
植物生態学 ２地学野外実習 １
細胞学 ２生物学野外実習 １
天体物理学 ２無機化学 ２
環境地球科学 ２有機化学 ２
分析化学 ２

理科教育特講Ⅰ＊ ２
理科教育特講Ⅱ＊ ２

2

物理学実験Ⅰ １
物理学実験Ⅱ １
化学実験Ⅰ １
化学実験Ⅱ １
生物学実験Ⅰ １
生物学実験Ⅱ １
地学実験Ⅰ １
地学実験Ⅱ １
理科教育実験Ⅰ １
理科教育実験Ⅱ １

1

物理学演習 １
化学演習 １
生物学演習 １
地学演習 １
理科教育演習 １

7

上記科目の他，学生の自主的学習プログラムに基づき選択により履修するものとする。
（対象科目）①専攻履修基準（他専攻を含む）に掲げる授業科目

②別表「研究発展科目対象科目一覧」に掲げる授業科目
③全学連携により開設する科目又は他の校等で開設する授業科目

研究発展科目
（全学連携科目を含む）

4●卒業研究 ４卒 業 研 究
134総 単 位 数

・「●」の付いている科目は必修科目である。
・同一科目名の後のローマ数字は履修段階を示し，その順序に従って履修しなければならない科目である。（例「～Ⅰ」を履修した後に，「～Ⅱ」を履修することが
できる。）
・ローマ数字の後に「＊」が付いている科目は，その順序に従わなくても履修できる科目である。（例「～Ⅰ」を履修せずに，「～Ⅱ」を履修することができる。）
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Ⅲ－７ 生活・技術教育専攻 技術分野履修基準（中学校教諭免許対応）

単位数
科 目 名

科 目 区 分
４ 年３ 年２ 年１ 年

２６「教養科目履修基準」参照教 養 科 目

97

2

初等国語 ２

教科に関する
専門科目（小）

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教

職

課

程

コ

ア

科

目

専

門

科

目

初等社会 ２
初等算数 ２
初等生活 ２

初等理科 ２
初等音楽 ２
初等図画工作 ２
初等家庭 ２
初等体育 ２
初等英語 ２

20

●機械工作実習 １●木材加工実習Ⅱ １●木材加工学（実習を含む）１

教科に関する
専門科目（中）

●電気電子回路理論Ⅰ １●機械工学（実習を含む） １●木材加工実習Ⅰ（製図を含む）１
●電気電子回路理論Ⅱ １●電気電子実験Ⅰ １●材料加工学（実習を含む）１
●テクニカルイラストレーション １●電気電子実験Ⅱ １●一般製図 １
●園芸学及び実習Ⅱ １●情報処理概論 ２●金属加工実習（製図を含む）１
●プログラミング実習 １●園芸学及び実習Ⅰ １●情報基礎（実習を含む） １
●園芸学（実習を含む） １

2

初等国語科教育法 ２

教科指導科目
（小）

初等社会科教育法 ２
初等算数科教育法 ２
初等理科教育法 ２
初等生活科教育法 ２
初等英語科教育法 ２

初等音楽科教育法 ２
初等図画工作科教育法 ２
初等家庭科教育法 ２
初等体育科教育法 ２

8
中等工業科教育法Ⅱ ２●中等技術科教育法Ⅲ ２●中等技術科教育法Ⅰ ２

教科指導科目
（中） ●中等技術科教育法Ⅳ ２●中等技術科教育法Ⅱ ２

中等工業科教育法Ⅰ ２

10
●特別支援教育 ２●教職論 ２

教育の基礎的理
解に関する科目 ●教育の制度・経営と社会 ２●教育の基礎と理念 ２

●発達と学習 ２

10

●道徳の理論と指導法 ２●教育課程と教育方法（ＩＣＴ活用含む） ２

道徳・生徒指導
等に関する科目

●特別活動・総合的な学習の●生徒指導・進路指導の理論と方法 ２
時間の理論と指導法 ２●教育相談の理論と方法 ２
情報教育実践論 ２
次世代型学習デザイン論 ２

15

教育実習（中等）Ⅱ＊ ２●教育実習事前事後指導 １●学校教育の実践と省察Ⅱ ２●学校教育の実践と省察Ⅰ ２

実践・省察科目

教育実習（初等）Ⅲ＊ ２●教育実習（初等）Ⅰ ４
特別支援教育実習 ３●学校教育の実践と省察Ⅲ ２
学校教育の実践と省察（発展） ２

●介護等体験実習 ２
●教職実践演習（幼・小・中・高） ２
へき地校体験実習Ⅱ ２へき地校体験実習Ⅰ ２

30

10

●被服構成実習Ⅰ ２●衣生活学Ⅰ １

専

攻

科

目

●調理実習Ⅰ ２●食生活学Ⅰ １
●住生活学Ⅰ １●家庭経営学 ２
●育児学Ⅰ １

16

●技術科教育の指導と評価 ２
技術教育と福祉 ２

技術教育と環境 ２
情報表現 ２

木質材料学 ２
材料強度学 ２

農業実験 １
機械システム工学 ２
電気電子実験Ⅲ １

情報通信ネットワーク論（含演習） ２
職業指導（工業） ２

電気磁気測定 ２
電気機器学 ２

4
4技術科教育演習Ⅱ ２技術科教育演習Ⅰ ２
4機械工学演習Ⅱ ２機械工学演習Ⅰ ２
4電気電子工学基礎理論Ⅱ ２電気電子工学基礎理論Ⅰ ２

7

上記科目の他，学生の自主的学習プログラムに基づき選択により履修するものとする。
（対象科目）①専攻履修基準（他専攻を含む）に掲げる授業科目

②別表「研究発展科目対象科目一覧」に掲げる授業科目
③全学連携により開設する科目又は他の校等で開設する授業科目

研究発展科目
（全学連携科目を含む）

4●卒業研究 ４卒 業 研 究
134総 単 位 数

・「●」の付いている科目は必修科目である。
・同一科目名の後のローマ数字は履修段階を示し，その順序に従って履修しなければならない科目である。（例「～Ⅰ」を履修した後に，「～Ⅱ」を履修することが
できる。）
・ローマ数字の後に「＊」が付いている科目は，その順序に従わなくても履修できる科目である。（例「～Ⅰ」を履修せずに，「～Ⅱ」を履修することができる。）
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単位数
科 目 名

科 目 区 分
４ 年３ 年２ 年１ 年

２６「教養科目履修基準」参照教 養 科 目

97

20

●初等国語 ２

教科に関する
専門科目（小）

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教

職

課

程

コ

ア

科

目

専

門

科

目

●初等社会 ２
●初等算数 ２
●初等生活 ２

●初等理科 ２
●初等音楽 ２
●初等図画工作 ２
●初等家庭 ２
●初等体育 ２
●初等英語 ２

12

機械工作実習 １木材加工実習Ⅱ １●木材加工学（実習を含む）１

教科に関する
専門科目（中）

●電気電子回路理論Ⅰ １●機械工学（実習を含む） １●木材加工実習Ⅰ（製図を含む）１
電気電子回路理論Ⅱ １●電気電子実験Ⅰ １●材料加工学（実習を含む）１
テクニカルイラストレーション １電気電子実験Ⅱ １●一般製図 １
園芸学及び実習Ⅱ １情報処理概論 ２●金属加工実習（製図を含む）１
●プログラミング実習 １●園芸学及び実習Ⅰ １●情報基礎（実習を含む） １
園芸学（実習を含む） １

20

●初等国語科教育法 ２

教科指導科目
（小）

●初等社会科教育法 ２
●初等算数科教育法 ２
●初等理科教育法 ２
●初等生活科教育法 ２
●初等英語科教育法 ２

●初等音楽科教育法 ２
●初等図画工作科教育法 ２
●初等家庭科教育法 ２
●初等体育科教育法 ２

2
中等工業科教育法Ⅱ ２中等技術科教育法Ⅲ ２●中等技術科教育法Ⅰ ２

教科指導科目
（中） 中等技術科教育法Ⅳ ２中等技術科教育法Ⅱ ２

中等工業科教育法Ⅰ ２

10
●特別支援教育 ２●教職論 ２

教育の基礎的理
解に関する科目 ●教育の制度・経営と社会 ２●教育の基礎と理念 ２

●発達と学習 ２

10

●道徳の理論と指導法 ２●教育課程と教育方法（ＩＣＴ活用含む） ２

道徳・生徒指導
等に関する科目

●特別活動・総合的な学習の●生徒指導・進路指導の理論と方法 ２
時間の理論と指導法 ２●教育相談の理論と方法 ２
情報教育実践論 ２
次世代型学習デザイン論 ２

15

教育実習（中等）Ⅱ＊ ２●教育実習事前事後指導 １●学校教育の実践と省察Ⅱ ２●学校教育の実践と省察Ⅰ ２

実践・省察科目

教育実習（初等）Ⅲ＊ ２●教育実習（初等）Ⅰ ４
特別支援教育実習 ３●学校教育の実践と省察Ⅲ ２
学校教育の実践と省察（発展）２
●介護等体験実習 ２
●教職実践演習（幼・小・中・高）２
へき地校体験実習Ⅱ ２へき地校体験実習Ⅰ ２

8

4

●技術科教育の指導と評価 ２

専

攻

科

目

技術教育と福祉 ２
技術教育と環境 ２

情報表現 ２
木質材料学 ２

材料強度学 ２
農業実験 １
機械システム工学 ２
電気電子実験Ⅲ １

情報通信ネットワーク論（含演習） ２
職業指導（工業） ２

電気磁気測定 ２
電気機器学 ２

4
4技術科教育演習Ⅱ ２技術科教育演習Ⅰ ２
4機械工学演習Ⅱ ２機械工学演習Ⅰ ２
4電気電子工学基礎理論Ⅱ ２電気電子工学基礎理論Ⅰ ２

7

上記科目の他，学生の自主的学習プログラムに基づき選択により履修するものとする。
（対象科目）①専攻履修基準（他専攻を含む）に掲げる授業科目

②別表「研究発展科目対象科目一覧」に掲げる授業科目
③全学連携により開設する科目又は他の校等で開設する授業科目

研究発展科目
（全学連携科目を含む）

4●卒業研究 ４卒 業 研 究
134総 単 位 数

Ⅲ－７ 生活・技術教育専攻 技術分野履修基準（小学校教諭免許対応）

・「●」の付いている科目は必修科目である。
・同一科目名の後のローマ数字は履修段階を示し，その順序に従って履修しなければならない科目である。（例「～Ⅰ」を履修した後に，「～Ⅱ」を履修することが
できる。）
・ローマ数字の後に「＊」が付いている科目は，その順序に従わなくても履修できる科目である。（例「～Ⅰ」を履修せずに，「～Ⅱ」を履修することができる。）
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Ⅲ－８ 生活・技術教育専攻 家庭分野履修基準（中学校教諭免許対応）

単位数
科 目 名

科 目 区 分
４ 年３ 年２ 年１ 年

２６「教養科目履修基準」参照教 養 科 目

97

2

●初等家庭 ２

教科に関する
専門科目（小）教

科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教

職

課

程

コ

ア

科

目

専

門

科

目

20

●被服構成実習Ⅰ ２●消費者教育論 ２

教科に関する
専門科目（中）

●調理実習Ⅰ ２●衣生活学Ⅰ １
●住生活学Ⅰ １●衣生活学Ⅱ １
●住生活学Ⅱ １●食生活学Ⅰ １
●育児学Ⅰ １●食生活学Ⅱ １
●育児学Ⅱ １●家庭経営学 ２
●住居学実習Ⅰ ２●家族関係論 ２

2
●初等家庭科教育法 ２教科指導科目

（小）

8
●中等家庭科教育法Ⅳ ２●中等家庭科教育法Ⅱ ２●中等家庭科教育法Ⅰ ２教科指導科目

（中） ●中等家庭科教育法Ⅲ ２

10
●特別支援教育 ２●教職論 ２

教育の基礎的理
解に関する科目 ●教育の制度・経営と社会 ２●教育の基礎と理念 ２

●発達と学習 ２

10

●道徳の理論と指導法 ２●教育課程と教育方法（ＩＣＴ活用含む） ２

道徳・生徒指導
等に関する科目

●特別活動・総合的な学習の●生徒指導・進路指導の理論と方法 ２
時間の理論と指導法 ２●教育相談の理論と方法 ２
情報教育実践論 ２
次世代型学習デザイン論 ２

15

教育実習（中等）Ⅱ＊ ２●教育実習事前事後指導 １●学校教育の実践と省察Ⅱ ２●学校教育の実践と省察Ⅰ ２

実践・省察科目

教育実習（初等）Ⅲ＊ ２●教育実習（初等）Ⅰ ４
特別支援教育実習 ３●学校教育の実践と省察Ⅲ ２
学校教育の実践と省察（発展） ２

●介護等体験実習 ２
●教職実践演習（幼・小・中・高） ２
へき地校体験実習Ⅱ ２へき地校体験実習Ⅰ ２

30

10

●電気電子回路理論Ⅰ １●機械工学（実習を含む） １●木材加工学（実習を含む） １

専

攻

科

目

●電気電子実験Ⅰ １●木材加工実習Ⅰ（製図を含む）１
●園芸学及び実習Ⅰ １●材料加工学（実習を含む）１

●一般製図 １
●金属加工実習（製図を含む）１
●情報基礎（実習を含む） １

16

●家庭科教育の指導と評価 ２
家庭科教育と環境 ２

家庭科教育と福祉 ２
衣生活学Ⅲ ２調理実習Ⅱ ２
食生活学Ⅲ ２家庭工学 ２
住生活学Ⅲ ２
被服構成実習Ⅱ ２
衣生活学実験 ２
食生活学実験 ２
住居学実習Ⅱ ２

4

4家庭科教育学演習Ⅱ ２家庭科教育学演習Ⅰ ２
4衣生活学演習Ⅱ ２衣生活学演習Ⅰ ２
4食生活学演習Ⅱ ２食生活学演習Ⅰ ２
4住生活学演習Ⅱ ２住生活学演習Ⅰ ２
4保育学演習Ⅱ ２保育学演習Ⅰ ２

7

上記科目の他，学生の自主的学習プログラムに基づき選択により履修するものとする。
（対象科目）①専攻履修基準（他専攻を含む）に掲げる授業科目

②別表「研究発展科目対象科目一覧」に掲げる授業科目
③全学連携により開設する科目又は他の校等で開設する授業科目

研究発展科目
（全学連携科目を含む）

4●卒業研究 ４卒 業 研 究
134総 単 位 数

・「●」の付いている科目は必修科目である。
・同一科目名の後のローマ数字は履修段階を示し，その順序に従って履修しなければならない科目である。（例「～Ⅰ」を履修した後に，「～Ⅱ」を履修することが
できる。）
・ローマ数字の後に「＊」が付いている科目は，その順序に従わなくても履修できる科目である。（例「～Ⅰ」を履修せずに，「～Ⅱ」を履修することができる。）
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単位数
科 目 名

科 目 区 分
４ 年３ 年２ 年１ 年

２６「教養科目履修基準」参照教 養 科 目

97

20

●初等国語 ２

教科に関する
専門科目（小）

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教

職

課

程

コ

ア

科

目

専

門

科

目

●初等社会 ２
●初等算数 ２
●初等生活 ２

●初等理科 ２
●初等音楽 ２
●初等図画工作 ２
●初等家庭 ２
●初等体育 ２
●初等英語 ２

12

●被服構成実習Ⅰ ２●衣生活学Ⅰ １

教科に関する
専門科目（中）

●調理実習Ⅰ ２●食生活学Ⅰ １
●住生活学Ⅰ １●家庭経営学 ２
●育児学Ⅰ １
●住居学実習Ⅰ ２

20

●初等国語科教育法 ２

教科指導科目
（小）

●初等社会科教育法 ２
●初等算数科教育法 ２
●初等理科教育法 ２
●初等生活科教育法 ２
●初等英語科教育法 ２

●初等音楽科教育法 ２
●初等図画工作科教育法 ２
●初等家庭科教育法 ２
●初等体育科教育法 ２

2
中等家庭科教育法Ⅳ ２中等家庭科教育法Ⅱ ２●中等家庭科教育法Ⅰ ２教科指導科目

（中） 中等家庭科教育法Ⅲ ２

10
●特別支援教育 ２●教職論 ２

教育の基礎的理
解に関する科目 ●教育の制度・経営と社会 ２●教育の基礎と理念 ２

●発達と学習 ２

10

●道徳の理論と指導法 ２●教育課程と教育方法（ＩＣＴ活用含む） ２

道徳・生徒指導
等に関する科目

●特別活動・総合的な学習の●生徒指導・進路指導の理論と方法 ２
時間の理論と指導法 ２●教育相談の理論と方法 ２
情報教育実践論 ２
次世代型学習デザイン論 ２

15

教育実習（中等）Ⅱ＊ ２●教育実習事前事後指導 １●学校教育の実践と省察Ⅱ ２●学校教育の実践と省察Ⅰ ２

実践・省察科目

教育実習（初等）Ⅲ＊ ２●教育実習（初等）Ⅰ ４
特別支援教育実習 ３●学校教育の実践と省察Ⅲ ２
学校教育の実践と省察（発展） ２
●介護等体験実習 ２
●教職実践演習（幼・小・中・高） ２
へき地校体験実習Ⅱ ２へき地校体験実習Ⅰ ２

8

4

衣生活学Ⅲ ２住生活学Ⅱ １衣生活学Ⅱ １

専

攻

科

目

食生活学Ⅲ ２育児学Ⅱ １食生活学Ⅱ １
住生活学Ⅲ ２家族関係論 ２

消費者教育論 ２
家庭科教育の指導と評価 ２

家庭科教育と環境 ２
家庭科教育と福祉 ２

調理実習Ⅱ ２
家庭工学 ２

被服構成実習Ⅱ ２
衣生活学実験 ２
食生活学実験 ２
住居学実習Ⅱ ２

4

4家庭科教育学演習Ⅱ ２家庭科教育学演習Ⅰ ２
4衣生活学演習Ⅱ ２衣生活学演習Ⅰ ２
4食生活学演習Ⅱ ２食生活学演習Ⅰ ２
4住生活学演習Ⅱ ２住生活学演習Ⅰ ２
4保育学演習Ⅱ ２保育学演習Ⅰ ２

7

上記科目の他，学生の自主的学習プログラムに基づき選択により履修するものとする。
（対象科目）①専攻履修基準（他専攻を含む）に掲げる授業科目

②別表「研究発展科目対象科目一覧」に掲げる授業科目
③全学連携により開設する科目又は他の校等で開設する授業科目

研究発展科目
（全学連携科目を含む）

4●卒業研究 ４卒 業 研 究
134総 単 位 数

Ⅲ－８ 生活・技術教育専攻 家庭分野履修基準（小学校教諭免許対応）

・「●」の付いている科目は必修科目である。
・同一科目名の後のローマ数字は履修段階を示し，その順序に従って履修しなければならない科目である。（例「～Ⅰ」を履修した後に，「～Ⅱ」を履修することが
できる。）
・ローマ数字の後に「＊」が付いている科目は，その順序に従わなくても履修できる科目である。（例「～Ⅰ」を履修せずに，「～Ⅱ」を履修することができる。）
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単位数
科 目 名

科 目 区 分
４ 年３ 年２ 年１ 年

２６「教養科目履修基準」参照教 養 科 目

97

2

●初等音楽 ２
教科に関する
専門科目（小）

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教

職

課

程

コ

ア

科

目

専

門

科

目

20

●指揮法 ２●ソルフェージュⅠ １

教科に関する
専門科目（中）

●音楽史Ⅰ（日本の伝統音楽及び●ソルフェージュⅡ １
諸民族の音楽を含む。） ２●声楽Ⅰ １

●声楽Ⅱ １
●合唱Ⅰ １
●合唱Ⅱ １
●器楽Ⅰ（ピアノ） １
●器楽Ⅱ（ピアノ） １
●合奏Ⅰ １
●合奏Ⅱ １
●器楽Ⅰ（管楽器） １
●器楽Ⅱ（管楽器） １
●作曲・編曲法 ２
●音楽理論 ２

2
●初等音楽科教育法 ２教科指導科目

（小）

8
●中等音楽科教育法Ⅳ ２●中等音楽科教育法Ⅱ ２●中等音楽科教育法Ⅰ ２教科指導科目

（中） ●中等音楽科教育法Ⅲ ２

10
●特別支援教育 ２●教職論 ２

教育の基礎的理
解に関する科目 ●教育の制度・経営と社会 ２●教育の基礎と理念 ２

●発達と学習 ２

10

●道徳の理論と指導法 ２●教育課程と教育方法（ＩＣＴ活用含む） ２

道徳・生徒指導
等に関する科目

●特別活動・総合的な学習の●生徒指導・進路指導の理論と方法 ２
時間の理論と指導法 ２●教育相談の理論と方法 ２
情報教育実践論 ２
次世代型学習デザイン論 ２

15

教育実習（中等）Ⅱ＊ ２●教育実習事前事後指導 １●学校教育の実践と省察Ⅱ ２●学校教育の実践と省察Ⅰ ２

実践・省察科目

教育実習（初等）Ⅲ＊ ２●教育実習（初等）Ⅰ ４
特別支援教育実習 ３●学校教育の実践と省察Ⅲ ２
学校教育の実践と省察（発展） ２

●介護等体験実習 ２
●教職実践演習（幼・小・中・高） ２
へき地校体験実習Ⅱ ２へき地校体験実習Ⅰ ２

30

8
●総合的音楽活動の実践Ⅰ １●音楽教育学概説Ⅰ＊ ２

専

攻

科

目

●総合的音楽活動の実践Ⅱ １●音楽教育学概説Ⅱ＊ ２
●音楽史Ⅱ（西洋音楽） ２

2
～
6

音楽教育演習Ⅰ＊ １
音楽教育演習Ⅱ＊ １
音楽教育演習Ⅲ＊ １
音楽教育演習Ⅳ＊ １
音楽教育演習Ⅴ＊ １
音楽教育演習Ⅵ＊ １
音楽教育演習Ⅶ＊ １
音楽教育演習Ⅷ＊ １

16
～
16

20

声楽Ⅶ １声楽Ⅴ １●声楽Ⅲ １
声楽Ⅷ １声楽Ⅵ １●声楽Ⅳ １
器楽Ⅶ（ピアノ） １器楽Ⅴ（ピアノ） １●器楽Ⅲ（ピアノ） １
器楽Ⅷ（ピアノ） １器楽Ⅵ（ピアノ） １●器楽Ⅳ（ピアノ） １
器楽Ⅶ（管楽器） １器楽Ⅴ（管楽器） １●器楽Ⅲ（管楽器） １
器楽Ⅷ（管楽器） １器楽Ⅵ（管楽器） １●器楽Ⅳ（管楽器） １
合唱Ⅶ １合唱Ⅴ １●合唱Ⅲ １
合唱Ⅷ １合唱Ⅵ １●合唱Ⅳ １
合奏Ⅶ １合奏Ⅴ １●合奏Ⅲ １
合奏Ⅷ １合奏Ⅵ １●合奏Ⅳ １

7

上記科目の他，学生の自主的学習プログラムに基づき選択により履修するものとする。
（対象科目）①専攻履修基準（他専攻を含む）に掲げる授業科目

②別表「研究発展科目対象科目一覧」に掲げる授業科目
③全学連携により開設する科目又は他の校等で開設する授業科目

研究発展科目
（全学連携科目を含む）

4●卒業研究 ４卒 業 研 究
134総 単 位 数

Ⅲ－９ 芸術・保健体育教育専攻 音楽分野履修基準（中学校教諭免許対応）

・「●」の付いている科目は必修科目である。
・同一科目名の後のローマ数字は履修段階を示し，その順序に従って履修しなければならない科目である。（例「～Ⅰ」を履修した後に，「～Ⅱ」を履修することが
できる。）
・ローマ数字の後に「＊」が付いている科目は，その順序に従わなくても履修できる科目である。（例「～Ⅰ」を履修せずに，「～Ⅱ」を履修することができる。）
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単位数
科 目 名

科 目 区 分
４ 年３ 年２ 年１ 年

２６「教養科目履修基準」参照教 養 科 目

97

20

●初等国語 ２

教科に関する
専門科目（小）

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教

職

課

程

コ

ア

科

目

専

門

科

目

●初等社会 ２
●初等算数 ２
●初等生活 ２

●初等理科 ２
●初等音楽 ２
●初等図画工作 ２
●初等家庭 ２
●初等体育 ２
●初等英語 ２

12

●指揮法 ２●ソルフェージュⅠ １

教科に関する
専門科目（中）

●音楽史Ⅰ（日本の伝統音楽及び●合唱Ⅰ １
諸民族の音楽を含む。） ２●器楽Ⅰ（ピアノ） １

●合奏Ⅰ １
●作曲・編曲法 ２
●音楽理論 ２

20

●初等国語科教育法 ２

教科指導科目
（小）

●初等社会科教育法 ２
●初等算数科教育法 ２
●初等理科教育法 ２
●初等生活科教育法 ２
●初等英語科教育法 ２

●初等音楽科教育法 ２
●初等図画工作科教育法 ２
●初等家庭科教育法 ２
●初等体育科教育法 ２

2
中等音楽科教育法Ⅳ ２中等音楽科教育法Ⅱ ２●中等音楽科教育法Ⅰ ２教科指導科目

（中） 中等音楽科教育法Ⅲ ２

10
●特別支援教育 ２●教職論 ２

教育の基礎的理
解に関する科目 ●教育の制度・経営と社会 ２●教育の基礎と理念 ２

●発達と学習 ２

10

●道徳の理論と指導法 ２●教育課程と教育方法（ＩＣＴ活用含む） ２

道徳・生徒指導
等に関する科目

●特別活動・総合的な学習の●生徒指導・進路指導の理論と方法 ２
時間の理論と指導法 ２●教育相談の理論と方法 ２
情報教育実践論 ２
次世代型学習デザイン論 ２

15

教育実習（中等）Ⅱ＊ ２●教育実習事前事後指導 １●学校教育の実践と省察Ⅱ ２●学校教育の実践と省察Ⅰ ２

実践・省察科目

教育実習（初等）Ⅲ＊ ２●教育実習（初等）Ⅰ ４
特別支援教育実習 ３●学校教育の実践と省察Ⅲ ２
学校教育の実践と省察（発展） ２
●介護等体験実習 ２
●教職実践演習（幼・小・中・高） ２
へき地校体験実習Ⅱ ２へき地校体験実習Ⅰ ２

8

●総合的音楽活動の実践Ⅰ １●音楽教育学概説Ⅰ＊ ２

専

攻

科

目

●総合的音楽活動の実践Ⅱ １●音楽教育学概説Ⅱ＊ ２
●音楽史Ⅱ（西洋音楽） ２

音楽教育演習Ⅰ＊ １
音楽教育演習Ⅱ＊ １
音楽教育演習Ⅲ＊ １
音楽教育演習Ⅳ＊ １
音楽教育演習Ⅴ＊ １
音楽教育演習Ⅵ＊ １
音楽教育演習Ⅶ＊ １
音楽教育演習Ⅷ＊ １

声楽Ⅶ １声楽Ⅴ １声楽Ⅲ １ソルフェージュⅡ １
声楽Ⅷ １声楽Ⅵ １声楽Ⅳ １声楽Ⅰ １
器楽Ⅶ（ピアノ） １器楽Ⅴ（ピアノ） １器楽Ⅲ（ピアノ） １声楽Ⅱ １
器楽Ⅷ（ピアノ） １器楽Ⅵ（ピアノ） １器楽Ⅳ（ピアノ） １合唱Ⅱ １
器楽Ⅶ（管楽器） １器楽Ⅴ（管楽器） １器楽Ⅲ（管楽器） １器楽Ⅱ（ピアノ） １
器楽Ⅷ（管楽器） １器楽Ⅵ（管楽器） １器楽Ⅳ（管楽器） １合奏Ⅱ １
合唱Ⅶ １合唱Ⅴ １合唱Ⅲ １器楽Ⅰ（管楽器） １
合唱Ⅷ １合唱Ⅵ １合唱Ⅳ １器楽Ⅱ（管楽器） １
合奏Ⅶ １合奏Ⅴ １合奏Ⅲ １
合奏Ⅷ １合奏Ⅵ １合奏Ⅳ １

7

上記科目の他，学生の自主的学習プログラムに基づき選択により履修するものとする。
（対象科目）①専攻履修基準（他専攻を含む）に掲げる授業科目

②別表「研究発展科目対象科目一覧」に掲げる授業科目
③全学連携により開設する科目又は他の校等で開設する授業科目

研究発展科目
（全学連携科目を含む）

4●卒業研究 ４卒 業 研 究
134総 単 位 数

Ⅲ－９ 芸術・保健体育教育専攻 音楽分野履修基準（小学校教諭免許対応）

・「●」の付いている科目は必修科目である。
・同一科目名の後のローマ数字は履修段階を示し，その順序に従って履修しなければならない科目である。（例「～Ⅰ」を履修した後に，「～Ⅱ」を履修することが
できる。）
・ローマ数字の後に「＊」が付いている科目は，その順序に従わなくても履修できる科目である。（例「～Ⅰ」を履修せずに，「～Ⅱ」を履修することができる。）
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単位数
科 目 名

科 目 区 分
４ 年３ 年２ 年１ 年

２６「教養科目履修基準」参照教 養 科 目

９７

2

●初等図画工作 ２

教科に関する
専門科目（小）

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教

職

課

程

コ

ア

科

目

専

門

科

目

20

●絵画演習Ⅰ ２

教科に関する
専門科目（中）

●絵画演習Ⅱ ２

●彫刻演習Ⅰ ２

●彫刻演習Ⅱ ２

●デザイン演習Ⅰ ２

●デザイン演習Ⅱ ２

●工芸演習Ⅰ ２

●工芸演習Ⅱ ２

●美術史・美術理論Ⅰ ２

●美術史・美術理論Ⅱ ２

2
●初等図画工作科教育法 ２教科指導科目

（小）

8
●中等美術科教育法Ⅳ ２●中等美術科教育法Ⅱ ２●中等美術科教育法Ⅰ ２教科指導科目

（中） ●中等美術科教育法Ⅲ ２

10

●特別支援教育 ２●教職論 ２
教育の基礎的理
解に関する科目 ●教育の制度・経営と社会 ２●教育の基礎と理念 ２

●発達と学習 ２

10

●道徳の理論と指導法 ２●教育課程と教育方法（ＩＣＴ活用含む） ２

道徳・生徒指導
等に関する科目

●特別活動・総合的な学習の●生徒指導・進路指導の理論と方法 ２

時間の理論と指導法 ２●教育相談の理論と方法 ２

情報教育実践論 ２

次世代型学習デザイン論 ２

15

教育実習（中等）Ⅱ＊ ２●教育実習事前事後指導 １●学校教育の実践と省察Ⅱ ２●学校教育の実践と省察Ⅰ ２

実践・省察科目

教育実習（初等）Ⅲ＊ ２●教育実習（初等）Ⅰ ４

特別支援教育実習 ３●学校教育の実践と省察Ⅲ ２

学校教育の実践と省察（発展） ２

●介護等体験実習 ２

●教職実践演習（幼・小・中・高） ２

へき地校体験実習Ⅱ ２へき地校体験実習Ⅰ ２

30

絵画Ⅴ ２メディア表現 ２絵画材料教材研究 ２素描Ⅰ ２

専

攻

科

目

絵画Ⅵ ２造形素材 ２立体造形教材研究 ２素描Ⅱ ２

彫刻Ⅴ ２絵画Ⅲ ２基礎デザイン教材研究 ２

彫刻Ⅵ ２絵画Ⅳ ２色彩学 ２

デザインⅤ ２彫刻Ⅲ ２版画 ２

デザインⅥ ２彫刻Ⅳ ２絵画Ⅰ ２

造形教育Ⅴ ２デザインⅢ ２絵画Ⅱ ２

造形教育Ⅵ ２デザインⅣ ２彫刻Ⅰ ２

造形教育Ⅲ ２彫刻Ⅱ ２

造形教育Ⅳ ２デザインⅠ ２

デザインⅡ ２

造形教育Ⅰ ２

造形教育Ⅱ ２

7

上記科目の他，学生の自主的学習プログラムに基づき選択により履修するものとする。
（対象科目）①専攻履修基準（他専攻を含む）に掲げる授業科目

②別表「研究発展科目対象科目一覧」に掲げる授業科目
③全学連携により開設する科目又は他の校等で開設する授業科目

研究発展科目
（全学連携科目を含む）

4●卒業研究 ４卒 業 研 究

134総 単 位 数

Ⅲ－１０ 芸術・保健体育教育専攻 美術分野履修基準（中学校教諭免許対応）

・「●」の付いている科目は必修科目である。
・同一科目名の後のローマ数字は履修段階を示し，その順序に従って履修しなければならない科目である。（例「～Ⅰ」を履修した後に，「～Ⅱ」を履修することが
できる。）
・ローマ数字の後に「＊」が付いている科目は，その順序に従わなくても履修できる科目である。（例「～Ⅰ」を履修せずに，「～Ⅱ」を履修することができる。）
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単位数
科 目 名

科 目 区 分
４ 年３ 年２ 年１ 年

２６「教養科目履修基準」参照教 養 科 目

97

20

●初等国語 ２

教科に関する
専門科目（小）

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教

職

課

程

コ

ア

科

目

専

門

科

目

●初等社会 ２
●初等算数 ２
●初等生活 ２

●初等理科 ２
●初等音楽 ２
●初等図画工作 ２
●初等家庭 ２
●初等体育 ２
●初等英語 ２

12

絵画演習Ⅰ ２

教科に関する
専門科目（中）

絵画演習Ⅱ ２
彫刻演習Ⅰ ２
彫刻演習Ⅱ ２
デザイン演習Ⅰ ２
デザイン演習Ⅱ ２

工芸演習Ⅰ ２
工芸演習Ⅱ ２
美術史・美術理論Ⅰ ２
美術史・美術理論Ⅱ ２

20

●初等国語科教育法 ２

教科指導科目
（小）

●初等社会科教育法 ２
●初等算数科教育法 ２
●初等理科教育法 ２
●初等生活科教育法 ２
●初等英語科教育法 ２

●初等音楽科教育法 ２
●初等図画工作科教育法 ２
●初等家庭科教育法 ２
●初等体育科教育法 ２

2
中等美術科教育法Ⅳ ２中等美術科教育法Ⅱ ２●中等美術科教育法Ⅰ ２教科指導科目

（中） 中等美術科教育法Ⅲ ２

10
●特別支援教育 ２●教職論 ２

教育の基礎的理
解に関する科目 ●教育の制度・経営と社会 ２●教育の基礎と理念 ２

●発達と学習 ２

10

●道徳の理論と指導法 ２●教育課程と教育方法（ＩＣＴ活用含む） ２

道徳・生徒指導
等に関する科目

●特別活動・総合的な学習の●生徒指導・進路指導の理論と方法 ２
時間の理論と指導法 ２●教育相談の理論と方法 ２
情報教育実践論 ２
次世代型学習デザイン論 ２

15

教育実習（中等）Ⅱ＊ ２●教育実習事前事後指導 １●学校教育の実践と省察Ⅱ ２●学校教育の実践と省察Ⅰ ２

実践・省察科目

教育実習（初等）Ⅲ＊ ２●教育実習（初等）Ⅰ ４
特別支援教育実習 ３●学校教育の実践と省察Ⅲ ２
学校教育の実践と省察（発展） ２
●介護等体験実習 ２
●教職実践演習（幼・小・中・高） ２
へき地校体験実習Ⅱ ２へき地校体験実習Ⅰ ２

8

絵画Ⅴ ２メディア表現 ２絵画材料教材研究 ２素描Ⅰ ２

専

攻

科

目

絵画Ⅵ ２造形素材 ２立体造形教材研究 ２素描Ⅱ ２
彫刻Ⅴ ２絵画Ⅲ ２基礎デザイン教材研究 ２
彫刻Ⅵ ２絵画Ⅳ ２色彩学 ２
デザインⅤ ２彫刻Ⅲ ２版画 ２
デザインⅥ ２彫刻Ⅳ ２絵画Ⅰ ２
造形教育Ⅴ ２デザインⅢ ２絵画Ⅱ ２
造形教育Ⅵ ２デザインⅣ ２彫刻Ⅰ ２

造形教育Ⅲ ２彫刻Ⅱ ２
造形教育Ⅳ ２デザインⅠ ２

デザインⅡ ２
造形教育Ⅰ ２
造形教育Ⅱ ２

7

上記科目の他，学生の自主的学習プログラムに基づき選択により履修するものとする。
（対象科目）①専攻履修基準（他専攻を含む）に掲げる授業科目

②別表「研究発展科目対象科目一覧」に掲げる授業科目
③全学連携により開設する科目又は他の校等で開設する授業科目

研究発展科目
（全学連携科目を含む）

4●卒業研究 ４卒 業 研 究
134総 単 位 数

Ⅲ－１０ 芸術・保健体育教育専攻 美術分野履修基準（小学校教諭免許対応）

・「●」の付いている科目は必修科目である。
・同一科目名の後のローマ数字は履修段階を示し，その順序に従って履修しなければならない科目である。（例「～Ⅰ」を履修した後に，「～Ⅱ」を履修することが
できる。）
・ローマ数字の後に「＊」が付いている科目は，その順序に従わなくても履修できる科目である。（例「～Ⅰ」を履修せずに，「～Ⅱ」を履修することができる。）
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単位数
科 目 名

科 目 区 分
４ 年３ 年２ 年１ 年

２６「教養科目履修基準」参照教 養 科 目

97

2

●初等体育 ２
教科に関する
専門科目（小）

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教

職

課

程

コ

ア

科

目

専

門

科

目

20

●学校保健 ２●運動学（スポーツ運動学）２●生理学・運動生理学 ２

教科に関する
専門科目（中）

●体育心理学（スポーツ心理学）２●衛生学 ２
●体育社会学（スポーツ社会学） ２
●器械運動 １
●陸上競技 １
●ダンス １

●バレーボール １
●柔道 １
●水泳 １
●サッカー １
●ソフトボール １

2
●初等体育科教育法 ２教科指導科目

（小）

8
●中等保健体育科教育法Ⅳ ２●中等保健体育科教育法Ⅱ ２●中等保健体育科教育法Ⅰ ２教科指導科目

（中） ●中等保健体育科教育法Ⅲ ２

10
●特別支援教育 ２●教職論 ２

教育の基礎的理
解に関する科目 ●教育の制度・経営と社会 ２●教育の基礎と理念 ２

●発達と学習 ２

10

●道徳の理論と指導法 ２●教育課程と教育方法（ＩＣＴ活用含む） ２

道徳・生徒指導
等に関する科目

●特別活動・総合的な学習の●生徒指導・進路指導の理論と方法 ２
時間の理論と指導法 ２●教育相談の理論と方法 ２
情報教育実践論 ２
次世代型学習デザイン論 ２

15

教育実習（中等）Ⅱ＊ ２●教育実習事前事後指導 １●学校教育の実践と省察Ⅱ ２●学校教育の実践と省察Ⅰ ２

実践・省察科目

教育実習（初等）Ⅲ＊ ２●教育実習（初等）Ⅰ ４
特別支援教育実習 ３●学校教育の実践と省察Ⅲ ２
学校教育の実践と省察（発展） ２

●介護等体験実習 ２
●教職実践演習（幼・小・中・高） ２
へき地校体験実習Ⅱ ２へき地校体験実習Ⅰ ２

30

18

●保健体育科教育演習 ２●体育原理 ２

専

攻

科

目

●保健体育科教材開発研究 ２●体育方法学 ２
●測定評価 ２●体育経営管理学 ２
●運動科学演習 ２●運動栄養学 ２
●体育と特別支援 ２

6

軽スポーツ １歩くスキー １アルペンスキーⅠ １
アルペンスキーⅡ １体つくり運動 １

体操競技 １
バスケットボール １
地域スポーツ実践 ２

2

保健体育科演習Ⅰ＊ ２
保健体育科演習Ⅱ＊ ２
保健体育科演習Ⅲ＊ ２
保健体育科演習Ⅳ＊ ２
保健体育科演習Ⅴ＊ ２

2

保健体育科基礎演習Ⅰ＊ ２
保健体育科基礎演習Ⅱ＊ ２
保健体育科基礎演習Ⅲ＊ ２
保健体育科基礎演習Ⅳ＊ ２
保健体育科基礎演習Ⅴ＊ ２

2

保健体育科特講Ⅰ＊ ２
保健体育科特講Ⅱ＊ ２
保健体育科特講Ⅲ＊ ２
保健体育科特講Ⅳ＊ ２
保健体育科特講Ⅴ＊ ２

7

上記科目の他，学生の自主的学習プログラムに基づき選択により履修するものとする。
（対象科目）①専攻履修基準（他専攻を含む）に掲げる授業科目

②別表「研究発展科目対象科目一覧」に掲げる授業科目
③全学連携により開設する科目又は他の校等で開設する授業科目

研究発展科目
（全学連携科目を含む）

4●卒業研究 ４卒 業 研 究
134総 単 位 数

Ⅲ－１１ 芸術・保健体育教育専攻 保健体育分野履修基準（中学校教諭免許対応）

・「●」の付いている科目は必修科目である。
・同一科目名の後のローマ数字は履修段階を示し，その順序に従って履修しなければならない科目である。（例「～Ⅰ」を履修した後に，「～Ⅱ」を履修することが
できる。）
・ローマ数字の後に「＊」が付いている科目は，その順序に従わなくても履修できる科目である。（例「～Ⅰ」を履修せずに，「～Ⅱ」を履修することができる。）
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単位数科 目 名科 目 区 分 ４ 年３ 年２ 年１ 年
２６「教養科目履修基準」参照教 養 科 目

97

20

●初等国語 ２

教科に関する
専門科目（小）

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教

職

課

程

コ

ア

科

目

専

門

科

目

●初等社会 ２
●初等算数 ２
●初等生活 ２

●初等理科 ２
●初等音楽 ２
●初等図画工作 ２
●初等家庭 ２
●初等体育 ２
●初等英語 ２

12

8●学校保健 ２●運動学（スポーツ運動学）２●生理学・運動生理学 ２

教科に関する
専門科目（中）

●衛生学 ２
2体育心理学（スポーツ心理学）２体育社会学（スポーツ社会学） ２

1

器械運動 １
陸上競技 １

柔道 １
水泳 １

1

ダンス １
バレーボール １
サッカー １
ソフトボール １

20

●初等国語科教育法 ２

教科指導科目
（小）

●初等社会科教育法 ２
●初等算数科教育法 ２
●初等理科教育法 ２
●初等生活科教育法 ２
●初等英語科教育法 ２

●初等音楽科教育法 ２
●初等図画工作科教育法 ２
●初等家庭科教育法 ２
●初等体育科教育法 ２

2中等保健体育科教育法Ⅳ ２中等保健体育科教育法Ⅱ ２●中等保健体育科教育法Ⅰ ２教科指導科目
（中） 中等保健体育科教育法Ⅲ ２

10
●特別支援教育 ２●教職論 ２教育の基礎的理

解に関する科目 ●教育の制度・経営と社会 ２●教育の基礎と理念 ２
●発達と学習 ２

10

●道徳の理論と指導法 ２●教育課程と教育方法（ＩＣＴ活用含む） ２

道徳・生徒指導
等に関する科目

●特別活動・総合的な学習の●生徒指導・進路指導の理論と方法 ２
時間の理論と指導法 ２●教育相談の理論と方法 ２
情報教育実践論 ２
次世代型学習デザイン論 ２

15

教育実習（中等）Ⅱ＊ ２●教育実習事前事後指導 １●学校教育の実践と省察Ⅱ ２●学校教育の実践と省察Ⅰ ２

実践・省察科目

教育実習（初等）Ⅲ＊ ２●教育実習（初等）Ⅰ ４
特別支援教育実習 ３●学校教育の実践と省察Ⅲ ２
学校教育の実践と省察（発展） ２
●介護等体験実習 ２
●教職実践演習（幼・小・中・高） ２
へき地校体験実習Ⅱ ２へき地校体験実習Ⅰ ２

8

2

保健体育科教育演習 ２体育原理 ２

専

攻

科

目

保健体育科教材開発研究 ２体育方法学 ２
測定評価 ２体育経営管理学 ２
運動科学演習 ２運動栄養学 ２
体育と特別支援 ２

2

軽スポーツ １歩くスキー １アルペンスキーⅠ １
アルペンスキーⅡ １体つくり運動 １

体操競技 １
バスケットボール １
地域スポーツ実践 ２

2

保健体育科演習Ⅰ＊ ２
保健体育科演習Ⅱ＊ ２
保健体育科演習Ⅲ＊ ２
保健体育科演習Ⅳ＊ ２
保健体育科演習Ⅴ＊ ２
保健体育科基礎演習Ⅰ＊ ２
保健体育科基礎演習Ⅱ＊ ２
保健体育科基礎演習Ⅲ＊ ２
保健体育科基礎演習Ⅳ＊ ２
保健体育科基礎演習Ⅴ＊ ２

2

保健体育科特講Ⅰ＊ ２
保健体育科特講Ⅱ＊ ２
保健体育科特講Ⅲ＊ ２
保健体育科特講Ⅳ＊ ２
保健体育科特講Ⅴ＊ ２

7

上記科目の他，学生の自主的学習プログラムに基づき選択により履修するものとする。
（対象科目）①専攻履修基準（他専攻を含む）に掲げる授業科目

②別表「研究発展科目対象科目一覧」に掲げる授業科目
③全学連携により開設する科目又は他の校等で開設する授業科目

研究発展科目
（全学連携科目を含む）

4●卒業研究 ４卒 業 研 究
134総 単 位 数

Ⅲ－１１ 芸術・保健体育教育専攻 保健体育分野履修基準（小学校教諭免許対応）

・「●」の付いている科目は必修科目である。
・同一科目名の後のローマ数字は履修段階を示し，その順序に従って履修しなければならない科目である。（例「～Ⅰ」を履修した後に，「～Ⅱ」を履修することが
できる。）
・ローマ数字の後に「＊」が付いている科目は，その順序に従わなくても履修できる科目である。（例「～Ⅰ」を履修せずに，「～Ⅱ」を履修することができる。）
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